
vol.225

発
行

所
／

公
益

財
団

法
人

 宮
崎

県
ス

ポ
ー

ツ
協

会
　

  〒
8

8
9

-2
1

5
1

 宮
崎

市
大

字
熊

野
字

島
山

1
4

4
3

-1
2

 ひ
な

た
宮

崎
県

総
合

運
動

公
園

受
付

・
案

内
所

２Ｆ
編

集
発

行
人

／
藤

本
　

 格
　

　
TEL 0

9
8

5
-5

8
-5

6
3

3
  FA

X
 0

9
8

5
-5

8
-5

6
3

0
　

E-m
ail  m

iyazakiken@
m

iyaspokyo.or.jp
宮

崎
ス

ポ
協

 vol.2
2

5
　

令
和

8
年

３
月

発
行

・スポーツ界における暴力行為等の根絶に向けた取組
・令和7年度事業概要（２月末時点）
・令和7年度公益財団法人宮崎県スポーツ協会役員
・令和7年度賛助会員について
・広告
・チームみやざき応援グッズ紹介
・編集後記

［巻頭言］
『スポーツランドみやざき』新時代の幕開け！
公益財団法人宮崎県スポーツ協会　会長 日隈 俊郎
・公益財団法人宮崎県スポーツ協会令和7年度競技力向上推進員紹介
・第４5回九州ブロック大会報告
 第７9回国民スポーツ大会報告・第80回国民スポーツ大会冬季大会報告
・みやざき県民総合スポーツ祭報告
・第１5回宮崎チャレンジマッチ「ハンドボール競技」報告
・宮崎県スポーツ少年団の活動紹介
・宮崎ワールドアスリートプロジェクト
・スポーツ医・科学委員会便り

この一歩が、宮崎の未来になる。

2027宮崎国スポ・障スポへ

令 和 8 年 3 月 発 行

『日本のひなた宮崎国スポ・
障スポ2027 特別企画』

CONTENTS
巻頭
特集



 

 

編 集 後 記
広報機関誌「宮崎スポ協225号　編集を振り返って」

【事務局】
公益財団法人 宮崎県スポーツ協会
〒889-2151   宮崎市大字熊野字島山1443-12 　
　　　　　   ひなた宮崎県総合運動公園受付・案内所２Ｆ
TEL 0985-58-5633  　FAX 0985-58-5630
E-mail / miyazakiken@miyaspokyo.or.jp

【発行所】
公益財団法人宮崎県スポーツ協会
編集発行人　専務理事　藤本　 格

　令和７年度における全ての事業が無事に終了しましたことを御報告いたしますとともに、関係

者の皆様の多大なる御理解と御協力に感謝申し上げます。

　さて、「東京世界陸上２０２５」では、本協会所属の競技力向上推進員を含む本県ゆかりのアス

リートが活躍をしてくれました。さらに、第７９回国民スポーツ大会滋賀大会での女子１００ｍ

ハードルの清山選手の優勝は、関係者のみならず多くの県民に勇気と感動を与えてくれました。

　本県では４８年ぶりとなる「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会」

の開催が、残すところ１年半となりました。３０年ぶりに役員・選手団のユニフォームを刷新し

たことで士気も上がり、ここ数年の努力も相まって競技力も着実に向上しております。

　大会開催にあたっては、県国スポ・障スポ局や各競技団体、開催市町村、そして目標達成に向

けて日々練習に励んでくれている選手や指導者の皆様に、心からの敬意と感謝を申し上げます。

さらに、応援していただく全ての県民の皆様に、県代表選手達の大きな力となる声援を頂きたく

存じます。

　本協会としましては、開催基本構想である「県内スポーツの推進」や「地域振興」を図りなが

ら、スポーツを通した「未来のみやざき」つくりに邁進していくとともに、加盟団体へのサポー

トを引き続き行いながら、ガバナンスの確立やコンプライアンス遵守の強化も進めていきます。

　発刊にあたり御多用にも関わらず御寄稿・資料を御提供いただきました皆様に感謝申し上げ、

編集後記といたします。

公益財団法人宮崎県スポーツ協会
専務理事　藤本　格
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公益財団法人宮崎県スポーツ協会

会  長　日隈  俊郎

巻 頭 言

『スポーツランドみやざき』
　新時代の幕開け！

　本県スポーツの競技者、指導者そして観戦者の皆様など、スポーツに関わる方
々におかれましては、日頃よりスポーツの普及・振興、競技力向上等に御尽力をい
ただき、誠にありがとうございます。
　さて、本県開催の国スポ・障スポ大会が来年と迫るなか、県では、宮崎国スポ・
障スポ局を中心に県民総参加型による「おもてなしの心あふれる大会」を目指すと
ともに、大会後も「持続的に発展するスポーツランドみやざき」につながる大会とな
るよう準備に注力しております。
　整備が進められてきた施設の多くは、今年度末までに地域の新たなシンボルタ
ワーとして竣工の時を迎え、これまでにない景観を生み出しています。
　お披露目の式典やイベント、供用後の各種大会、トップアスリートによる合宿等に
よって、地域に新たな賑わいが創出され、スポーツを通した地域の活性化と、国ス
ポ・障スポ大会に向けた機運の醸成が図られたものと感じております。
　今後、これらの「優れたスポーツ環境」を核とし、「スポーツランドみやざき」の価
値がさらに高まり、国内外におけるスポーツの聖地として認知されていくよう取り組
んでいきたいと思います。
　開催を間近に控える宮崎国スポ・障スポ大会は、全国に広く「新たなスポーツラ
ンドみやざき」をＰＲする絶好の機会でもあります。
　本協会におきましても、関係機関・競技団体等と連携した取組に邁進し、県民全
員が「スポーツ」を合い言葉に、「チームみやざき」の一員として、県民、大会に訪
れる方々の記憶に残る大会となるよう本県のスポーツ振興を図ってまいりたいと考
えております。
　今後とも皆様のさらなるお力添えをお願い申し上げ、巻頭のことばとさせていた
だきます。

国民スポーツ大会入賞者表彰式及び解団式
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国ス
ポ

※Ｒ７発刊の２２５号では国スポ２１競技団体、障スポ７競技団体を紹介

　本広報機関誌『宮崎スポ協』では、２年後の日本のひなた宮崎国スポ・障ス
ポ2027に向けた特別企画として、国スポ正式競技４１、障スポ競技１４の本県
競技団体を２年間シリーズで紹介します！

陸上

水泳

レスリング

ホッケー

バスケットボール

テニス

ハンドボール

【一般財団法人宮崎県水泳連盟】 【宮崎県レスリング協会】

【宮崎県ホッケー協会】

いざ躍進！
チームみやざき

本年度４月、都農町に公認人工芝ホッケー場が完
成、供用されました。日々のトレーニングや対外試
合等、充実した環境下で競技力向上を図ることが
できています。九州ブロック大会では１種別でも
多く予選を突破を目指し、強化を進めていきます。

今年度、宮崎国スポ・障スポ陸上競技場となる
新宮崎県陸上競技場が供用開始となりました。
これを契機に2027年の本番に向けて、大きな飛
躍ができるよう協会員一丸となって普及・育成・
強化を一層進めていきます。

新しいプールを作っていただき、様々な大きな大会も開
催できるようになりました。県内外からの合宿等の問い
合わせも多く、本県の選手にとってよい刺激になってい
ます。施設を大いに活用して、宮崎国スポに向けて競技
力向上はもとより、精度の高い大会運営ができるよう水
泳連盟一丸となって頑張っていきます。

今年度もチームみやざき一丸となって宮崎県を盛り上げていき
たいです。大会では１つでも多くの入賞、１点でも多くの得点
獲得で貢献できるよう全力で頑張ってますので、応援よろしくお
願いします。

【一般財団法人宮崎陸上競技協会】

【一般社団法人宮崎県バスケットボール協会】
強化アドバイザー招へい事業やトップチーム活用支援などを活用
させていただき、各種別のチーム力強化に取り組んでいます。昨
年度のＳＡＧＡ国スポでは、少年女子が５位入賞でしたが、本年
度は全４種別での入賞を目指しています。

【宮崎県テニス協会】
県総合運動公園テニスコート整備にあたり、
県や多くの関係者の皆様に心からお礼と感
謝を申しあげます。青森国スポに向け４種別
とも九州ブロック大会を突破し、本大会出場
を目指して強化を進め、必ずや期待に応える
ことができるよう全力で頑張ります。

【宮崎県ハンドボール協会】
応援してくださる全ての人に感謝し、期待に応える
ことができるよう、全種別で九州ブロック大会を突
破し、青森国スポ上位入賞を目指すとともに、２年
後の宮崎国スポ競技別総合優勝に繋げます。

巻頭
特集
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フェンシング

馬術

　

自転車

ソフトテニス

カヌー

スポーツクライミング

ソフトボール

ライフル射撃

声援が、選手の力になります。声援が、選手の力になります。宮崎から、全国へ！宮崎から、全国へ！

【宮崎県馬術連盟】

【一般社団法人宮崎県自転車競技連盟】
天皇杯総合優勝！その後の宮崎県自転車競技の発展へと繋
げます。県民の皆様の期待に応えることができるよう頑張り
ます。応援よろしくお願いします。　

宮崎国スポ・障スポ大会に向かって全身全霊をかたむけ、日
ごろ鍛えた力と技を存分に発揮できるよう努めます。また、多
くの県民の皆様に馬術競技の醍醐味が伝えることができる
ように頑張ります。

【宮崎県ソフトテニス連盟】
２年後の宮崎国スポ・障スポ大会という最高の舞台で選
手が活躍し、輝けるようスタッフ・関係者一同、万全の準
備を整えます。そして、感動と熱戦あふれる大会を県民の
皆様にお届けします。

【宮崎県山岳・スポーツクライミング連盟】

【宮崎県ソフトボール協会】

【宮崎県カヌー協会】

昭和５４年日本のふるさと宮崎国体では、念願の
天皇杯・皇后杯を獲得しました。今回も大会成功
を願うとともに、天皇杯・皇后杯獲得実現します。
組織体制の確立、激減する競技人口の課題解決
を部活動の地域展開で改善し、普及・育成・強化
に努めていきます。　

宮崎カヌー大国として４６年の歴史を胸に、ここ
日本のひなたで勇往邁進いたします！！

東京・パリ五輪で注目されたスポーツクライミング。宮崎でも
競技人口が増え、全国で活躍する選手も現れています。宮崎国
スポ・障スポ大会では、上位入賞を目指し、さらなる競技力向
上に全力で挑みます！

【宮崎県ライフル射撃協会】
県の射撃場も新しくしていただき、練習環境は整い
ました。ありがとうございます。これから競技力向上
を図り活躍してまりますので、ご期待ください。

【宮崎県フェンシング協会】
関わってくださっている全ての皆様に感動を与え
ることができるような試合にしたいと思っていま
す。応援のほどよろしくお願いいたします。
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ように頑張ります。

【宮崎県ソフトテニス連盟】
２年後の宮崎国スポ・障スポ大会という最高の舞台で選
手が活躍し、輝けるようスタッフ・関係者一同、万全の準
備を整えます。そして、感動と熱戦あふれる大会を県民の
皆様にお届けします。

【宮崎県山岳・スポーツクライミング連盟】

【宮崎県ソフトボール協会】

【宮崎県カヌー協会】

昭和５４年日本のふるさと宮崎国体では、念願の
天皇杯・皇后杯を獲得しました。今回も大会成功
を願うとともに、天皇杯・皇后杯獲得実現します。
組織体制の確立、激減する競技人口の課題解決
を部活動の地域展開で改善し、普及・育成・強化
に努めていきます。　

宮崎カヌー大国として４６年の歴史を胸に、ここ
日本のひなたで勇往邁進いたします！！

東京・パリ五輪で注目されたスポーツクライミング。宮崎でも
競技人口が増え、全国で活躍する選手も現れています。宮崎国
スポ・障スポ大会では、上位入賞を目指し、さらなる競技力向
上に全力で挑みます！

【宮崎県ライフル射撃協会】
県の射撃場も新しくしていただき、練習環境は整い
ました。ありがとうございます。これから競技力向上
を図り活躍してまりますので、ご期待ください。

【宮崎県フェンシング協会】
関わってくださっている全ての皆様に感動を与え
ることができるような試合にしたいと思っていま
す。応援のほどよろしくお願いいたします。
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障ス
ポ

スキー

トライアスロン

なぎなた

　

アーチェリー

空手

スケート

フライングディスク

卓球

応援よろしくお願いします！応援よろしくお願いします！

【宮崎県なぎなた連盟】

【宮崎県アーチェリー協会】

【宮崎県トライアスロン連合】

ご支援をいただいております関係各所に感謝申しあげます。
九州ブロック大会を突破し、国スポでの上位進出を目指しま
す。応援よろしくお願いいたします。

令和9年度国民スポーツ大会では、日頃の練習の
成果を発揮し、男女ともに入賞を目指して力一杯
頑張りたいと思います。地元宮崎からの大きな声
援を心よりお願いいたします。

現在、県外遠征等を行い、県なぎなた連盟全員で一丸
となって競技力の向上、国スポ優勝を目指して頑張っ
ております。応援のほどよろしくお願いいたします。

【宮崎県スキー連盟】
「チームみやざき」の一員として選手及び監督・ス
タッフが一丸となって上位を目指します。

【一般社団法人宮崎県空手道連盟】
2027年５０年に一度の地元開催国スポでの天皇杯・皇
后杯獲得に向け、チームみやざき一丸となって取り組ん
でいます。また全競技の活躍を期待するとともに県民の
皆様に勇気と元気を与えられるよう邁進いたします。

【宮崎県スケート連盟】
2027宮崎国スポに向けて強化を進めています。冬季大会ス
ケート大会でポイントを取れるように頑張ります。

【宮崎県障害者フライングディスク協会】
障害者フライングディスクの魅力を皆さんに届けて、参加選
手全員に楽しんでいただける大会を目指して頑張ります！

【宮崎県障がい者卓球連盟】
昭和54年の宮崎国体に出場した選手もまだ現役で頑張ってい
ます。松葉杖や車椅子に転向して続けている選手もいます。長年
選手人口が減少していましたが、令和9年本県開催の国民スポ・
障スポを目指して若者が増えている状況です。

6



障ス
ポ

スキー

トライアスロン

なぎなた

　

アーチェリー

空手

スケート

フライングディスク

卓球

応援よろしくお願いします！応援よろしくお願いします！

【宮崎県なぎなた連盟】

【宮崎県アーチェリー協会】

【宮崎県トライアスロン連合】

ご支援をいただいております関係各所に感謝申しあげます。
九州ブロック大会を突破し、国スポでの上位進出を目指しま
す。応援よろしくお願いいたします。

令和9年度国民スポーツ大会では、日頃の練習の
成果を発揮し、男女ともに入賞を目指して力一杯
頑張りたいと思います。地元宮崎からの大きな声
援を心よりお願いいたします。

現在、県外遠征等を行い、県なぎなた連盟全員で一丸
となって競技力の向上、国スポ優勝を目指して頑張っ
ております。応援のほどよろしくお願いいたします。

【宮崎県スキー連盟】
「チームみやざき」の一員として選手及び監督・ス
タッフが一丸となって上位を目指します。

【一般社団法人宮崎県空手道連盟】
2027年５０年に一度の地元開催国スポでの天皇杯・皇
后杯獲得に向け、チームみやざき一丸となって取り組ん
でいます。また全競技の活躍を期待するとともに県民の
皆様に勇気と元気を与えられるよう邁進いたします。

【宮崎県スケート連盟】
2027宮崎国スポに向けて強化を進めています。冬季大会ス
ケート大会でポイントを取れるように頑張ります。

【宮崎県障害者フライングディスク協会】
障害者フライングディスクの魅力を皆さんに届けて、参加選
手全員に楽しんでいただける大会を目指して頑張ります！

【宮崎県障がい者卓球連盟】
昭和54年の宮崎国体に出場した選手もまだ現役で頑張ってい
ます。松葉杖や車椅子に転向して続けている選手もいます。長年
選手人口が減少していましたが、令和9年本県開催の国民スポ・
障スポを目指して若者が増えている状況です。

7



ボッチャ

　

アーチェリー

ボウリング

水泳

陸上

【宮崎県ボッチャ協会】

【宮崎県アーチェリー協会】
障がい者アーチェリーは楽しくて障がい者と健常者の壁がないスポー

ツです。2027年国スポ・障スポでは、代表選手を応援し、新たなるスポ
ーツランド宮崎を目指します。

ボッチャは、レクリエーション競技としての運営を行うことに
より、健常者やお子さん、高齢者まで多くの方々に楽しんでい

ただけるスポーツです。大会やその啓発活動を通じて、より
多くの方々にボッチャの魅力を発信していきたいです。

私ども宮崎県ボウリング連盟は、宮崎県におけるボウリング競技に
関して、統括・代表する団体です。宮崎県下、５か所のボウリング場 

(公認競技場)において、常時リーグ戦・競技会を行い、月に一度程
度県大会を実施しています。 

現在は、2027年に実施される国民スポーツ大会・全国障害者スポ
ーツ大会をめざし競技力の向上普及活動に邁進しています。 

【宮崎県ボウリング連盟】

【一般財団法人宮崎県水泳連盟】
新しいプールの完成を機に、より多くの方々に水泳に親しんでもらえる

よう取り組んでいます。障がいのある選手が安心して練習に励み、記録
や技術の向上を目指せる環境づくりを進めています。これからも宮崎

障スポでの活躍や、障がい者水泳の普及・育成に力を入れていきます。

【一般財団法人宮崎陸上競技協会】
今年度、都城市に新しく陸上競技場 (KUROKIRI STADIUM)が完成

しました。２年後にはこの陸上競技場で国スポ・障スポの総合開
会式も開催されます。これを機に多くの陸上競技大会を開催し、

県内はもちろん県外の方々にも陸上競技の素晴らしさを満喫し
てほしいと思います。現在、健常者と共に競技する共生スポーツ

大会も開催し、パラ選手の育成にも力を入れています。
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公益財団法人 宮崎県スポーツ協会

競技力向上推進員紹介

　宮崎県スポーツ協会では、令和９年度に本県で開催が決定した「日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ2027」で
の天皇杯獲得を目指しています！そこで、令和６年度より、国内外でトップレベルとして活躍するアスリートを競技
力向上推進員として採用し、本県の競技力向上並びにスポーツ振興に取り組んでもらっています。 

走幅跳は、いかに遠くへ跳ぶかを競う魅力ある競技であり、観客の

手拍子や応援の力を自分の跳躍に変えることができます。私はそ

の舞台で最大限の力を発揮し、チーム宮崎で2027年宮崎国民ス

ポーツ大会での優勝を目指します。挑

戦する姿を通して、多くの方に感動を

届けられる選手でありたいと考えてい

ます。

田中 隆太郎 (タナカ　リュウタロウ）

陸上競技

「もっと遠くへ投げたい」という思いを原動力に、日々 練習に励んで
います。やり投を通して、自分の限界に挑む楽しさや、結果を出す
難しさを実感してきました。これからも成長を追い求め、自分自身を
高め続けたいと考えています。2027年の宮崎国スポは、多くの方の
応援や支えを受けて挑む特別な大会で
す。これまで支えてくださった方々への
感謝を胸に少しでも恩返しができるよう、
全力で戦いますのでたくさんの応援よろ
しくお願いします。

長 麻尋 (オサ　マヒロ）

陸上競技

鹿屋体育大学卒22歳、競泳競技の久保田梨琉です。４歳の頃か
ら水泳をしており、現在は2028年のロサンゼルスオリンピックを目標
に日々 トレーニングを積んでいます。私の専門種目である50m自由
形は、25秒ほどで勝負が決まる種目であり、スタートからゴールタッ
チまで一つのミスも許されない、一瞬
も目が離せない魅力があります。宮崎
県の一員として泳げることに感謝し、
2027年の宮崎国スポでは優勝を目指
します！

久保田 梨琉（クボタ　リル）

競泳

競泳・背泳ぎ専門の加藤理です。2027年宮崎国スポ、2028年ロ

サンゼルス五輪を目指し、日々練習に励んでいます。本番では勢

いをつけられるような力泳をし、会場を巻き込みたいです。このご

縁に大変感謝し、繋がりを大切

に頑張ります。熱い応援よろしく

お願いします。

競泳
加藤 理（カトウ　オサム）

『チームみやざき』をリードしてくれる
競技力向上推進員の活躍に乞うご期待ください!!
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水球は、水中の格闘技と言われるように激しい攻防が魅力のスポ
ーツです。宮崎国スポでは、自分のアグレッシブさや、ドライブ力を活
かしてチームに貢献したいと思います。また、水球はチームスポーツ
なので、チーム内でのコミュニケ
ーションを密に行い、宮崎国スポ
優勝という一つの目標に向かっ
て精進します。応援のほどよろし
くお願いいたします。

浦 映月 (ウラ　エルナ）

水球

体操競技は男子６種目、女子４種目あり、多くの選手はすべての種
目の演技を行っております。それぞれの種目には、特徴や面白さが
あり、見どころがたくさんあります！選手個人にも得意種目や得意技
があることから、見ごたえのある競技となっております。また、日常で
は考えられないような人間離れした動
きがあるのが体操競技の特徴です！２
０２７年宮崎国スポは団体優勝の獲
得を目標にしています。応援よろしくお
願いします！

末次 耕太朗（スエツギ　コウタロウ）

体操

ホッケー競技をしている松本和将です。私はホッケー競技で２０２７
年宮崎国民スポーツ大会での優勝を目指し、日々 の練習に励んで
います。ホッケーは「より多くの点を取ったチームが勝つ」という典型
的なボールゲームですが、その背景には巧みな個人スキルやチー
ムワークが隠されていてとても魅力的
なスポーツです。私はFW「点を取る
ポジション」をやっているため、日本一
の点取り屋になってみせます。宮崎の
優勝に絶対貢献します。

松本 和将（マツモト　カズマサ）

ホッケー

レスリング競技をしている堀北一咲望です、レスリングと聞くと相手にタッ
クルするイメージが皆さんにあると思います、しかし実はレスリングには2
種類ありタックルするのがフリースタイルもう一つし私がしているのがグ
レコローマンと言う種目です、グレコロー
マンの1番の魅力は相手と組み合い豪
快に投げることです、応援してくださっ
ている方々にも様 な々投げ方をみて白
熱し楽しんでもらえたら嬉しいです。そ
のためにも私自身多彩な迫力のある技
を磨いて宮崎国スポでは優勝するので
応援お願いします！

堀北 一咲望（ホリキタ　イサミ）

レスリング

体操競技を行っている田部壮一郎です。体操競技というのは、ど
れだけ難しい技を減点少なく、実施できるかを競う採点競技です。
私の強みは、人よりも力が強いことです。そのため得意種目の吊り
輪では、ほかの選手とは違う捌きを行うことができます。２０２７宮崎
国スポでは、必ず優勝したいと思って
います。そのために、個人の競技力を
向上させるのはもちろんのこと、チー
ムで切磋琢磨し合いながら、チーム
全体で高めていきたいと思います。

田部 壮一郎（タナベ　ソウイチロウ）

体操

体操競技をしている田邊友唯です。体操競技は技の難しさである
Dスコアと技の出来栄えを評価するEスコアの合計点を競う競技で
す。地味な練習も多いですが新しい技が出来た時や試合で演技
の終末技着地が止まった時の嬉しさが魅力です。宮崎国スポで
は、団体として戦います。自分の演技
がチームの結果を大きく変えていくの
でチーム一丸となって団体優勝を目
指して頑張ります。応援よろしくお願
いします。

田邊 友唯（タナベ　ユウイ）

体操

私は、試合で発揮してきた勝負強さと、チームの雰囲気を盛り上げ
るムードメーカーとしての持ち味を活かし、チーム全体を引っ張って
いけるよう努力していきます。日々 の練習から仲間と支え合い、高め
合いながら成長し、どんな状況でも全員が笑顔で戦えるチームを
つくっていきたいです。そして、2027年
宮崎国スポでの優勝という大きな目
標に向かって、一戦一戦を大切に全
力で挑戦していきます。

平松 航河 （ヒラマツ　コウガ）

体操

ホッケー競技は、スピード感、個々のスティックを駆使したテクニック、
攻守において激しい戦いが行われます。私はFWをしていますが、
パスやドリブルで繋いだボールを最後ゴールに決め切った時の喜
びと応援の歓声がとても好きです。ホッケーのシュートは時速100㎞
を超え、そのスピード感は観客を惹き
つけます。2027年宮崎国スポでは、ベ
スト4に入れるように日々の練習を頑
張ります。

ホッケー
五島 梨奈（ゴシマ　リナ）
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国スポでは、必ず優勝したいと思って
います。そのために、個人の競技力を
向上させるのはもちろんのこと、チー
ムで切磋琢磨し合いながら、チーム
全体で高めていきたいと思います。

田部 壮一郎（タナベ　ソウイチロウ）

体操

体操競技をしている田邊友唯です。体操競技は技の難しさである
Dスコアと技の出来栄えを評価するEスコアの合計点を競う競技で
す。地味な練習も多いですが新しい技が出来た時や試合で演技
の終末技着地が止まった時の嬉しさが魅力です。宮崎国スポで
は、団体として戦います。自分の演技
がチームの結果を大きく変えていくの
でチーム一丸となって団体優勝を目
指して頑張ります。応援よろしくお願
いします。

田邊 友唯（タナベ　ユウイ）

体操

私は、試合で発揮してきた勝負強さと、チームの雰囲気を盛り上げ
るムードメーカーとしての持ち味を活かし、チーム全体を引っ張って
いけるよう努力していきます。日々 の練習から仲間と支え合い、高め
合いながら成長し、どんな状況でも全員が笑顔で戦えるチームを
つくっていきたいです。そして、2027年
宮崎国スポでの優勝という大きな目
標に向かって、一戦一戦を大切に全
力で挑戦していきます。

平松 航河 （ヒラマツ　コウガ）

体操

ホッケー競技は、スピード感、個々のスティックを駆使したテクニック、
攻守において激しい戦いが行われます。私はFWをしていますが、
パスやドリブルで繋いだボールを最後ゴールに決め切った時の喜
びと応援の歓声がとても好きです。ホッケーのシュートは時速100㎞
を超え、そのスピード感は観客を惹き
つけます。2027年宮崎国スポでは、ベ
スト4に入れるように日々の練習を頑
張ります。

ホッケー
五島 梨奈（ゴシマ　リナ）

セーリングのウインドサーフィンをしております。セーリング競技とは、海上
のチェスと言われるように、常に次の展開を読み、相手との駆け引きをし
ながら行うスポーツです。中でもウインドサーフィンはスピードが速くレース
展開も早いので、動きながら瞬時に風をみて状況判断をすることが大
切になります。私は普段スピードの速いウインドサーフィンの道具乗って
練習しているので、比較的にスピードの
遅い国スポに採用されているウインドサ
ーフィンの道具だと、思考する時間が普
段の練習よりも長い分、先手を打ってレ
ースを組み立てていけるのではないかと
思います。宮崎国スポでは、できるだけ
いい順位をとってチームに貢献します！

新嶋 莉奈（ニイジマ　リナ）

セーリング

自転車競技でロードレースとトラックレースを専門にやっている25歳
です。 ざっくり言うとロードレースは漫画・「弱虫ペダル」のアレで、ト
ラックレースは競輪の長いバージョンです。興味がある方はmore 
cadenceというYouTubeチャンネルで、ルールや種目の紹介をして
いるので是非ご覧いただき、少しでも
知ってもらえると嬉しいです。ニッチな
競技ですが、応援よろしくお願いしま
す！

山本 哲央（ヤマモト　テツオ）

自転車

私の目標は宮崎国スポ出場種目全てで優勝すること、ロサンゼルス
五輪に出場することです。自転車ロード、トラック競技の魅力はやは
り迫力満点のスピード感です。下りでは時速100km出ることもあり、
一歩間違えれば死に至る危険な競技ですが、そのスリルを楽しむ
ことも多々あります。応援いただく皆
様には人間の脚力が生み出すスピ
ードと選手たちの限界を超える瞬間
を楽しんでいただけたらと思います。
熱い応援をよろしくお願いします。

岡本 勝哉（オカモト　カツヤ）

自転車

三重県鳥羽市出身で東京を拠点に競技を取り組んでいます。フェ
ンシングには「フルーレ、エペ、サーブル」の3種目がありサーブルとい
う種目をしています。フェンシングのサーブルという種目は一瞬で点
が決まるダイナミックな攻撃が魅力となっておりそこに注目していた
だきたいです。今年から宮崎のチーム
として戦わせて頂くことになりました。
2027年の宮崎国スポまでに実力を上
げ優勝に導くことができるように頑張り
ます。応援よろしくお願いします。

小久保 真旺（コクボ　マオ）

フェンシング

2027年の宮崎国スポでは成年男子４７０級優勝・セーリング競技複
数入賞をします。宮崎には綺麗なセーリングに適した海があります。
セーリング競技で結果を残し、少しでも注目してもらって身近なスポ
ーツに感じて欲しいです。優秀な
ユース選手も多くいるため共に成
長して2027年は飛躍の年になる
ように精進していきます。

外薗 潤平 （ホカゾノ　ジュンペイ）

セーリング

愛知県一宮市出身、小学校１年生から卓球をしています。卓球競
技はスピードも回転も一瞬で見極めないといけない繊細なスポーツ
です。その細かな技術を正確に行えるよう日々 練習に取り組んでい
ます。その技術面だけでなく体作りやメンタル面での安定性をもっと
高められるようこれからも練習に取り
組んでいきたいと思います。そして宮
崎国スポで優勝して宮崎県に貢献で
きるよう頑張っていきます。

木造 勇人（キヅクリ　ユウト）

卓球

私の強みは、フィジカルを生かした攻撃的な両ハンドです。持ち味

であるパワーと安定感を武器に、主導権を握る卓球を展開します。

2027年宮崎国スポでは団体戦で自

分が勝ち切り、チームを優勝へ導く

とともに、宮崎県の総合優勝に貢献

できるよう全力を尽くします。

横谷 晟（ヨコタニ　ジョウ）

卓球

福岡県出身19歳卓球競技の栗山優菜です。私は甘いものをたくさ
ん食べることが大好きです。私は2027年に卓球成年女子の部の
宮崎国スポに出場させていただきます。目標は優勝することです。
2027年宮崎国スポまでさらに自分を成長させ、2027年宮崎国スポ
を通して宮崎県をもっと盛り上げてい
きたいですしたくさんの方に卓球の魅
力を知っていただきたいです。ご声援
よろしくお願いします。

栗山 優菜（クリヤマ　ユナ）

卓球
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東京都青梅市出身２２歳空手道競技成年男子組手、片岡大樹です。
自分は映画鑑賞とご飯を沢山食べることが大好きです。カラオケも上
手くは無いですが頑張って盛りあげれます。空手道の中でも組手は少
し想像がつきにくい競技だと思います。ですがとても魅了されるものが
有ると思います。自分が特に見て欲しいポイントは一秒で逆転もできる
可能性がある、最後まで目が離せない、
暇な時間がないという所です。２０２７宮
崎国スポでは自分の攻めて盛り上げる
組手を全面に出して個人、団体ともに
優勝し国スポ宮崎県総合優勝に貢献
します。応援よろしくお願い致します。

片岡 大樹（カタオカ　タイキ）

空手道

空手道競技、形種目の本龍二です。形種目は、仮想の敵に対する
攻撃や防御を組み合わせた演武形式の競技です。
私の強みは突きや蹴りひとつの技の重みです。宮崎国スポで優勝
することは勿論のこと、応援してくださ
る全ての皆様の心を動かす形を打ち
たいと思います。

本 龍二（モト　リュウジ）

空手道

スピードスケート競技の鈴木柊香です。私は北海道出身の22歳で
幼い頃からスピードスケートをやってきました。スピードスケートの魅
力は他のスポーツには見られないスピード感と選手の忍耐力が肌
で感じられるところだと思います。私は「２０２７国スポ優勝」「日本
代表になること」を目標として日々競
技に打ち込んでおります。宮崎県で
は馴染みのないスポーツですが、私
自身の活躍で宮崎県を盛り上げられ
るよう精一杯頑張ります。

鈴木 柊香（スズキ　シュウカ）

スピードスケート（スピード）

スピードスケートは、基本的にはタイムを競う競技ですが国スポでは
着順で勝敗が決まります。１組4人～8人で上位を目指し、それぞれ
が戦術をもって駆け引きが行われていくのが見ものです。2027年の
国スポで短距離（500ｍ、1000ｍ）に出場します。500ｍでは大会記
録も持っているので優勝目指して挑
みます。かなりのスピード感があり、見
ていても面白いと思うのでぜひ注目し
てほしいです。

安保 和也（アンポ　カズヤ）

スピードスケート（スピード）

フェンシング競技のサーブルはスピード、パワーが魅力になる種目で
す。より速く、より強く攻撃を仕掛け合い、得点を取り合います。また、
その中で相手の癖や考えを読み合い、時には相手の想像できない
ような選択肢を取る場合もある奥の深い競技です。宮崎国スポで
は、是非、ダイナミックなプレーに注目
していただき、必ず団体優勝という目
標を達成します。応援よろしくお願い
します！

樋渡 怜大（ヒワタシ　レオ）

フェンシング

今年の4月から宮崎県のボウリング選手として活動をさせていただ
いております。ボウリングは、刻一刻と変化するレーンに引かれたオ
イルの状況に臨機応変に対応していくスポーツです。そんなスポー
ツにおける私の強みは、波に乗った時にハイスコアを連発する高い
爆発力です。宮崎国スポでは「全て
の部門でベスト3に入賞し、天皇杯と
皇后杯で宮崎県を上位に運ぶ」こと
を目標に頑張ります。会場まで足を運
んでいただければ幸いです！

久冨木 広（クブキ　コウ）

ボウリング

カヌースラローム競技のカナディアン種目を漕いでます。カヤック種
目と違ってボートが簡単に回り波の上を漕ぎやすいのが魅力の種
目ですが、パドルは片方しか無いので始めのうちは魅力も無ければ
罰ゲームみたいな種目ですが、漕げるようになると楽しく波の上を
漕げて奥が深い種目です。この奥が
深い種目で２０２７の宮崎国スポでは
優勝を狙って頑張りたいと思います
ので、応援宜しくお願いします。

佐々木 優 （ササキ　スグル）

カヌー・スラローム
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（Ｒ6採用） 競技力向上推進員紹介
 

No  氏 名 競技名  

１  
  

  
 

２  
  

 
 

３  
   

 
 

４  
  

  
 

５  
 

 　   
 

６  
  

  
 

７  
   

 
 

８  
  

  
 

９  
  

  
 

10  
  

  
 

11  
  

  
 

12  
  

  
 

13  
  

  
 

14  
  

 
 

陸上競技

水泳競技（水球）

水泳競技（水球）

水泳競技（水球）

テニス競技

テニス競技

ボクシング競技

バスケットボール競技

ウエイトリフティング競技

カヌー競技（スプリント）

カヌー競技（スラローム）

カヌー競技（スラローム）

スケート競技（スピード）

アイスホッケー競技

《 競技力向上推進員に関するお問合せ先 》

公益財団法人 宮崎県スポーツ協会
宮崎市大字熊野字島山１４４３－１２
ひなた宮崎県総合運動公園受付・案内所２Ｆ
TEL：0985-58-5633　FAX：0985-58-5630
E-mail：miyazakiken@miyaspokyo.or.jp

宮崎県競技力向上推進員への
熱い応援を

よろしくお願いします!!

宮崎県競技力向上推進員への
熱い応援を

よろしくお願いします!!

みずく　ぼ　　そうし

ありま　　ゆうみ

しぶや　  さ よ

まつ だ　   みさき

 し みず　  え  り

にしやま　 しおん

た はら　りょうた

たきぐち　まさや

たきぐち　　

まつ の　　ゆうた 

 の だ　   ま なみ

ディオップ　マム     　シェッハ　    イブラヒマ

みやごえ 　ゆ い

 う が じん　 れい ま

水久保　漱至

有馬　優美

渋谷　紗代

野田　茉波

清水　映里

松田　美咲

西山　潮音

DIOP MAME CHEIKH IBRAHIMA

宮越　由依

田原　瞭太

瀧口　将矢

瀧口　みなみ

宇賀神　怜眞

松野　佑太
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九州ブロック大会
☆代表権獲得競技（前期競技・後期競技・冬季大会）２５競技４５代表権数
第45回
令和7年度国民スポーツ大会

（長崎大会）

NO 競技名 成績種別・種目
１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

１位
１位
５位
１位
１位
１位
３位
３位
１位
代表権
代表権
１位
１位
２位
１位
５位
２位
３位
１位
２位
１位

水泳（水球）
テニス
テニス

バレーボール (ビーチバレー )
バレーボール (ビーチバレー )

ローイング
ローイング
ローイング
体操競技
馬術
馬術
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
空手道
ゴルフ

女子
成年男子
成年女子
少年男子
少年女子

成年女子　舵手付きクォドルプル
成年女子　シングルスカル
少年女子　シングルスカル

成年男子
成年男子
少年

成年男子　スラロームカヤックシングル
成年女子　スラロームカヤックシングル

成年男子　カヤックシングル
成年女子　カヤックシングル
少年男子　カヤックシングル
少年男子　カナディアンシングル
少年女子　カヤックシングル
少年女子　カヤックフォア

少年女子
少年男子

1位
1位
４位
２位
２位
２位
２位
１位
２位
１位
３位
１位
３位
４位
１位
３位
２位
１位
３位
３位
２位
３位
５位

成年女子
成年男子
少年女子
少年男子
成年男子
少年男子
少年男子
成年男子
少年女子
成年男子
少年男子
成年男子
成年男子
成年女子
少年男子
成年女子
少年女子
成年男子
少年男子
少年男子
少年女子
成年女子
少年女子

ハンドボール
アーチェリー
アーチェリー
サッカー
ボクシング
ボクシング

ウエイトリフティング
ソフトテニス
ソフトテニス
軟式野球
柔道

ソフトボール
バドミントン
弓道
弓道
剣道
剣道

バレーボール (６人制 )
バレーボール (６人制 )
バスケットボール
バスケットボール

卓球
卓球

■前期競技９競技21代表権

NO 競技名 成績種別・種目
１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

■後期競技15競技23代表権
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第４５回九州ブロック大会（長崎大会）闘いの記録

NO 競技名 成績種別・種目
１ ３位アイスホッケー競技 成年男子

■後期競技１競技１代表権

バレーボール(ビーチバレー)競技少年女子

アイスホッケー競技成年男子 ローイング競技成年・少年女子

体操競技成年男子 テニス競技成年女子 バレーボール(６人制)競技成年男子

ハンドボール競技成年女子

九州ブロック大会
☆代表権獲得競技（前期競技・後期競技・冬季大会）２５競技４５代表権数
第45回
令和7年度国民スポーツ大会

（長崎大会）

NO 競技名 成績種別・種目
１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

１位
１位
５位
１位
１位
１位
３位
３位
１位
代表権
代表権
１位
１位
２位
１位
５位
２位
３位
１位
２位
１位

水泳（水球）
テニス
テニス

バレーボール (ビーチバレー )
バレーボール (ビーチバレー )

ローイング
ローイング
ローイング
体操競技
馬術
馬術
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
カヌー
空手道
ゴルフ

女子
成年男子
成年女子
少年男子
少年女子

成年女子　舵手付きクォドルプル
成年女子　シングルスカル
少年女子　シングルスカル

成年男子
成年男子
少年

成年男子　スラロームカヤックシングル
成年女子　スラロームカヤックシングル

成年男子　カヤックシングル
成年女子　カヤックシングル
少年男子　カヤックシングル
少年男子　カナディアンシングル
少年女子　カヤックシングル
少年女子　カヤックフォア

少年女子
少年男子

1位
1位
４位
２位
２位
２位
２位
１位
２位
１位
３位
１位
３位
４位
１位
３位
２位
１位
３位
３位
２位
３位
５位

成年女子
成年男子
少年女子
少年男子
成年男子
少年男子
少年男子
成年男子
少年女子
成年男子
少年男子
成年男子
成年男子
成年女子
少年男子
成年女子
少年女子
成年男子
少年男子
少年男子
少年女子
成年女子
少年女子

ハンドボール
アーチェリー
アーチェリー
サッカー
ボクシング
ボクシング

ウエイトリフティング
ソフトテニス
ソフトテニス
軟式野球
柔道

ソフトボール
バドミントン
弓道
弓道
剣道
剣道

バレーボール (６人制 )
バレーボール (６人制 )
バスケットボール
バスケットボール

卓球
卓球

■前期競技９競技21代表権

NO 競技名 成績種別・種目
１
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23

■後期競技15競技23代表権
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総合成績
天皇杯得点 ８９１．５点　31位

５１９．５点　33位皇后杯得点

競技別入賞数(団体競技)

（令和6年  840．0点  32位）

（令和6年  562．0点  26位）

　

点得技競位順属所目種別種名技競

成年男子 －  筑波大学・シーガイアテニスアカデミー ５位 12.0

0.3位８校学等高業商崎宮 －子女年少

 バレーボール 少年男子
ビーチ

バレーボール 0.81位３校学等高園学章日 

 体操 成年男子 団体総合
 公益財団法人宮崎県スポーツ協会
 ・米良電機産業株式会社・宮崎北高等学校(教)

６位 15.0

 フェンシング 成年男子 サーブル
 公益財団法人宮崎県スポーツ協会／ミキハウス
 ・本庄高等学校(教)・日本大学

３位 18.0

0.65位２社会式株成化旭 －子男年成ルーボトフソ 

5.7イタ位５校学等高園学ラスルウ心聖 －子女年少ントンミドバ 

少年男子 近的
 都城工業高等学校・日章学園高等学校
 ・小林西高等学校

５位 12.0

少年男子 遠的
 都城工業高等学校・日章学園高等学校
 ・小林西高等学校

２位 21.0

 剣道 少年女子 －  高千穂高等学校・日章学園高等学校 ５位タイ 12.5

 アーチェリー 成年男子 －
 延岡星雲高等学校(教)・宮崎県教育委員会
 ・長崎国際大学

７位 6.0

 令和７年（滋賀国スポ）  ９競技　11種別・種目 （男子８　女子３） 合計 181.0

 令和６年（佐賀国スポ）  ９競技　13種別・種目 （男子７　女子６） 合計 234.0

 テニス

 弓道

競技別入賞数(個人競技)
点得技競属所名手選別種

0.3位６ｍ003 学大洋平太環 和航　下池子男年成

0.4位５跳高走 学大堂天順 太颯　口原子男年成

0.6位３跳幅走 会協ツーポス県崎宮人法団財益公 郎太隆　中田子男年成

0.8位１ルドーハm001 ごちい とさち　山清子女年成

0.6位３投りや 会協ツーポス県崎宮人法団財益公 尋麻　長子女年成

0.5位４m0003 校学等高林小 司櫂　田竹Ｂ子男年少

0.7位２ルドーハm011 校学等高西崎宮 紀昊　城髙通共子男年少

0.1位８跳高棒 校学等高一第崎宮 平純　下山通共子男年少

0.3位６歩競m0005 校学等高林小 良清　村岡Ａ子女年少

0.7位２形由自m05 子女年成

0.3位６形由自m001 

会協ツーポス県崎宮人法団財益公

 

琉梨　田保久

子女年成

成年男子
橋口　拓未
井上　佑人

 東レ(株)滋賀事業場
 富山国際大学

0.3位８ルカスルブダ 

0.3位６ルカスルグンシ 校学等高鍋高 羽音　武中子女年少

5.5イタ位３級イラフトイラ 学大澤駒 留成　谷金子男年成

5.2イタ位５級トイラ 学大本日 輝大　本宮子男年成

成年男子 奈須　海里  日本体育大学  ライトウェルター級 ３位タイ 5.5

0.7位２級イラフトイラ 校学等高園学章日 闘凛　野中子男年少

0.7位２級イラフ 校学等高園学章日 人稜　山戸瀬子男年少

5.5イタ位３級トイラ 校学等高園学章日 龍愛　野市子男年少

0.8位１級ータルェウ 校学等高園学章日 光国　庄本子男年少

競技名

 陸上競技

 水泳（競泳）

 ボクシング

 ローイング

種目・順位

点得技競属所名手選別種

5.5イタ位３級㎏79グンリスレルイタスーリフ 学大州九南 誠秀　橋髙子男年成

成年男子 堀北　一咲望  公益財団法人宮崎県スポーツ協会  グレコローマンレスリング77kg級 ５位タイ 2.5

成年男子 岩澤　歩  日本体育大学  グレコローマンレスリング130kg級 ５位タイ 3.0

5.5イタ位３級㎏35グンリスレ子女 学大州九南 葉二　野内子女

少年男子 前原　大輝  櫻美学園高等学校  フリースタイルレスリング60㎏級 ５位タイ 2.5

少年男子 田原　想羅  宮崎工業高等学校  グレコローマンレスリング80kg級 ５位タイ 2.5

成年男子
宮本　健吾
今津　雄登

 植松エネルギー
 株式会社サザンクロスシステムズ

0.3位８級074 

成年女子 新嶋　莉奈  公益財団法人宮崎県スポーツ協会  国スポウインドサーフィン級 ４位 5.0

少年男子
吉岡　喜琉
井上　勇翔

0.9位６級024 校学等高洋海崎宮 

成年男子 中村　瑛斗  九州国際大学  61㎏級　クリーン＆ジャーク ７位 2.0

0.2位７クーャジ＆ンーリク　級㎏94 学大鹿鈴 菜夏　田鎌子女

女子 五十川　いずみ  小林高等学校(教)  59㎏級　クリーン＆ジャーク ８位 1.0

0.5位４チッナス　級㎏17 子女

0.7位２クーャジ＆ンーリク　級㎏17 子女

少年男子 時吉　康生  小林秀峰高等学校  61㎏級　クリーン＆ジャーク ８位 1.0

0.3位６チッナス　級㎏18 校学等高林小 平耀　田脇子男年少

0.6位３チッナス　級㎏201+ 子男年少

0.2位７クーャジ＆ンーリク　級㎏201+ 子男年少

男子Ａ 岡本　勝哉
 公益財団法人宮崎県スポーツ協会
 ／ブリヂストンサイクリングチーム

0.3位６チッラクス 

0.2位７チッラクス 校学等高業農崎宮 斗琉　盛新Ｂ子男
 自転車

競技名 種目・順位

 レスリング

 セーリング

 ウエイトリフティング
宮越　由依  公益財団法人宮崎県スポーツ協会

永前　大輝  小林高等学校
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競技別入賞数(個人競技)
点得技競属所名手選別種

0.3位６ｍ003 学大洋平太環 和航　下池子男年成

0.4位５跳高走 学大堂天順 太颯　口原子男年成

0.6位３跳幅走 会協ツーポス県崎宮人法団財益公 郎太隆　中田子男年成

0.8位１ルドーハm001 ごちい とさち　山清子女年成

0.6位３投りや 会協ツーポス県崎宮人法団財益公 尋麻　長子女年成

0.5位４m0003 校学等高林小 司櫂　田竹Ｂ子男年少

0.7位２ルドーハm011 校学等高西崎宮 紀昊　城髙通共子男年少

0.1位８跳高棒 校学等高一第崎宮 平純　下山通共子男年少

0.3位６歩競m0005 校学等高林小 良清　村岡Ａ子女年少

0.7位２形由自m05 子女年成

0.3位６形由自m001 

会協ツーポス県崎宮人法団財益公

 

琉梨　田保久

子女年成

成年男子
橋口　拓未
井上　佑人

 東レ(株)滋賀事業場
 富山国際大学

0.3位８ルカスルブダ 

0.3位６ルカスルグンシ 校学等高鍋高 羽音　武中子女年少

5.5イタ位３級イラフトイラ 学大澤駒 留成　谷金子男年成

5.2イタ位５級トイラ 学大本日 輝大　本宮子男年成

成年男子 奈須　海里  日本体育大学  ライトウェルター級 ３位タイ 5.5

0.7位２級イラフトイラ 校学等高園学章日 闘凛　野中子男年少

0.7位２級イラフ 校学等高園学章日 人稜　山戸瀬子男年少

5.5イタ位３級トイラ 校学等高園学章日 龍愛　野市子男年少

0.8位１級ータルェウ 校学等高園学章日 光国　庄本子男年少

競技名

 陸上競技

 水泳（競泳）

 ボクシング

 ローイング

種目・順位

点得技競属所名手選別種

5.5イタ位３級㎏79グンリスレルイタスーリフ 学大州九南 誠秀　橋髙子男年成

成年男子 堀北　一咲望  公益財団法人宮崎県スポーツ協会  グレコローマンレスリング77kg級 ５位タイ 2.5

成年男子 岩澤　歩  日本体育大学  グレコローマンレスリング130kg級 ５位タイ 3.0

5.5イタ位３級㎏35グンリスレ子女 学大州九南 葉二　野内子女

少年男子 前原　大輝  櫻美学園高等学校  フリースタイルレスリング60㎏級 ５位タイ 2.5

少年男子 田原　想羅  宮崎工業高等学校  グレコローマンレスリング80kg級 ５位タイ 2.5

成年男子
宮本　健吾
今津　雄登

 植松エネルギー
 株式会社サザンクロスシステムズ

0.3位８級074 

成年女子 新嶋　莉奈  公益財団法人宮崎県スポーツ協会  国スポウインドサーフィン級 ４位 5.0

少年男子
吉岡　喜琉
井上　勇翔

0.9位６級024 校学等高洋海崎宮 

成年男子 中村　瑛斗  九州国際大学  61㎏級　クリーン＆ジャーク ７位 2.0

0.2位７クーャジ＆ンーリク　級㎏94 学大鹿鈴 菜夏　田鎌子女

女子 五十川　いずみ  小林高等学校(教)  59㎏級　クリーン＆ジャーク ８位 1.0

0.5位４チッナス　級㎏17 子女

0.7位２クーャジ＆ンーリク　級㎏17 子女

少年男子 時吉　康生  小林秀峰高等学校  61㎏級　クリーン＆ジャーク ８位 1.0

0.3位６チッナス　級㎏18 校学等高林小 平耀　田脇子男年少

0.6位３チッナス　級㎏201+ 子男年少

0.2位７クーャジ＆ンーリク　級㎏201+ 子男年少

男子Ａ 岡本　勝哉
 公益財団法人宮崎県スポーツ協会
 ／ブリヂストンサイクリングチーム

0.3位６チッラクス 

0.2位７チッラクス 校学等高業農崎宮 斗琉　盛新Ｂ子男
 自転車

競技名 種目・順位

 レスリング

 セーリング

 ウエイトリフティング
宮越　由依  公益財団法人宮崎県スポーツ協会

永前　大輝  小林高等学校
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国民スポーツ大会

点得技競属所名手選別種

男子

和田　侑志
山本　哲央
岡本　勝哉
新盛　琉斗

 朝日大学
 公益財団法人宮崎県スポーツ協会
 ／ブリヂストンサイクリングチーム
 公益財団法人宮崎県スポーツ協会
 ／ブリヂストンサイクリングチーム

 宮崎農業高等学校

 4kmチーム・パーシュート ８位 3.0

0.7位２ンリイケ 学大育体屋鹿 風穂　見年子女

0.6位３トンリプス 校学等高業農崎宮 愛実　島鍋子女

0.2位７スーレ･トンイポ 学大育体屋鹿 佳美　元岩子女

女子 鍋島　実愛  宮崎農業高等学校  1kmタイムトライアル ８位 1.0

女子
年見　穂風
岩元　美佳

0.51位４トンリプスムーチ 学大育体屋鹿 

0.1位８術馬場馬 校学等高庄本 輝温　野廣年少

0.6位３）ｍ002（ルグンシクッヤカ 子男年成

0.8位１）ｍ005（ルグンシクッヤカ 子男年成

0.5位４）ｍ002（ルグンシクッヤカ 子女年成

0.3位６）ｍ005（ルグンシクッヤカ 子女年成

0.7位２）ｍ002（ルグンシンアィデナカ 子男年少

0.8位１）ｍ005（ルグンシンアィデナカ 子男年少

0.12位２）ｍ002（アォフクッヤカ 子女年少

0.42位１）ｍ005（アォフクッヤカ 子女年少

 自転車

競技名 種目・順位

校学等高業工崎宮 生琉　田藤ーヌカ 

平田　莉杏奈
髙山　聖理香
淀川　史乃
村橋　百香

 宮崎商業高等学校

 馬術

スプリント

棚田　大志  米良電機産業株式会社

谷口　夢結  デンソー宮崎

点得技競属所名手選別種

0.2位７）トーゲ51（ルグンシクッヤカ 子男年成

0.5位４）トーゲ52（ルグンシクッヤカ 子男年成

0.3位６）トーゲ51（ルグンシクッヤカ 子女年成

0.4位５）トーゲ52（ルグンシクッヤカ 子女年成

0.7位２）人個（手組 校学等高一第崎宮 翔弘　島生子男年少

合計 310.5

合計 206.0

 空手道

令和７年（滋賀国スポ）  11競技　60種目 （男子37　女子23）　

令和６年（佐賀国スポ）  ９競技　47種目 （男子25　女子22）　

 カヌー

競技名 種目・順位

スラローム

瀧口　将矢  公益財団法人宮崎県スポーツ協会

瀧口　みなみ  公益財団法人宮崎県スポーツ協会

  

第79回国民スポーツ大会　結団壮行式

〈決意表明〉
ボクシング競技少年男子

本庄　国光　選手

〈団旗授与〉
フェンシング競技成年男子
木村　友哉　選手

集 合 写 真

★★ ★★
第７9回国民スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ」

アーチェリー競技成年男子　　　　　ソフトボール競技成年男子 バレーボール（ビーチバレー）競技少年男子ウエイトリフティング競技女子

ボクシング競技少年男子　　 弓道競技少年男子 空手道競技団体ボクシング競技成年男子

水泳（水球）競技女子

バスケットボール競技少年女子 馬術競技成年男子 ローイング競技成年男子 バレーボール競技成年男子

柔道競技少年男子 卓球競技成年女子 軟式野球成年男子

水泳（競泳）競技成年女子　 剣道競技少年女子 体操競技成年男子
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国民スポーツ大会

★★ ★★
第７9回国民スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ輝く国スポ」

アーチェリー競技成年男子　　　　　ソフトボール競技成年男子 バレーボール（ビーチバレー）競技少年男子ウエイトリフティング競技女子

ボクシング競技少年男子　　 弓道競技少年男子 空手道競技団体ボクシング競技成年男子

水泳（水球）競技女子

バスケットボール競技少年女子 馬術競技成年男子 ローイング競技成年男子 バレーボール競技成年男子

柔道競技少年男子 卓球競技成年女子 軟式野球成年男子

水泳（競泳）競技成年女子　 剣道競技少年女子 体操競技成年男子
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宮崎県障がい者スポーツ協会

　「湖国」である滋賀で生まれた感動が、未来へつながるようにという願いが込められた「湖国の感動 

未来へつなぐ」を大会スローガンとした第２４回全国障害者スポーツ大会が、令和７年１０月２５日

（土）から１０月２７日（月）まで滋賀県で開催され、全国から選ばれた選手・役員約５６００名が競

技を通して交流を深めました。

　本県からも選手２５名、本部役員２７名の合計５２

名の選手団が参加し、日本最大の湖、琵琶湖がある滋

賀県内の各競技会場において熱戦が繰り広げられまし

た。

　彦根市で行われた開会式では、「平和堂ＨＡＴＯス

タジアム」に秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご臨席を仰ぎ、

本県選手団を代表して陸上競技、ボウリングに参加す

る選手・役員２５名が堂々の入場行進を行いました。

　この大会での本県選手団は、陸上競技・水泳・卓球

（ＳＴＴを含む）・フライングディスク・ボッチャ・ボウリングの６つの個人競技に参加しました。選

手は、宮崎県代表としての自覚を持ち、十分とはいえない練習環境の中で監督・コーチとともに精一杯

努力し、全力で競技した結果、金１０個、銀１２個、銅５個の合計２７個のメダルを獲得しました。

　これも、ひとえに、これまでサポートをいただいた監督・コーチや家族、関係者の皆様、声援を送っ

ていただいた県民の皆様のおかげであると深く感謝いたします。

　最終日の競技終了後、全選手が「平和堂ＨＡＴＯスタジアム」に集まり、高円宮妃殿下の御臨席の下、

閉会式が行われ、滋賀県出身の歌手で大会ＰＲ大使の西川貴教さんのパフォーマンスで会場内が一体と

なり、最高の盛り上がりを見せる中で閉会しました。

　今回の第２４回全国障がい者スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ輝く障スポ２０２５」はすべての人が様

々な場面で主役として光り輝くために、滋賀県民の皆様が知恵を出し合い、力を合わせて創り上げた素

晴らしい大会でした。参加した本県の選手たちも、大会を通じて湖国滋賀で生まれた夢や感動、連帯感

を、令和９年に本県で開催される「日本のひなた　宮崎国スポ・障スポ」に繋がっていく実りの多い大会

となりました。

わたSH IGA輝くわたSH IGA輝く
障スポ2 0 2 5障スポ2 0 2 5

湖国の感動　未来へつなぐ

 
２月４日(水)

 

 

 

第1試合
０ － 5  

宮崎県  1  ０ － 4  14  京都府  

       1  － 5    

１ アイスホッケー競技成年男子

2 スケート競技（ショートトラック）

  ⑴ 日時 令和８年２月４日(水)～８日(日)
  ⑵ 会場 青森県三沢市　三沢アイスアリーナ
  ⑶ 成績（試合結果） 

  ⑴ 日時 令和８年１月３１日(土)～２月１日(日)
  ⑵ 会場 青森県三沢市　三沢アイスアリーナ
  ⑶ 成績

3 スケート競技（スピード）
  ⑴ 日時 令和８年２月５日(木)～８日(日)
  ⑵ 会場 青森県八戸市　ＹＳアリーナ八戸
  ⑶ 成績 

4 スキー競技（ジャイアントスラローム）
  ⑴ 日時 令和８年２月1５日(木)～17日(土)
  ⑵ 会場 青森県大鰐町　大鰐温泉スキー場

※１回戦敗退

成年女子1000m
大澤　遥 所属：九州大学
予選・・・・組５位　予選敗退

成年女子500m
大澤　遥 所属：九州大学
予選・・・・組４位　予選敗退

成年男子500m
宇賀神 怜眞 所属：(公財)宮崎県スポーツ協会
予選・・・組１位　準決勝・・・組２位　Ａ決勝・・・３位　※競技得点６点獲得
安保　和也　所属：（公財）宮崎県スポーツ協会
予選・・・組２位　準決勝・・・組３位　Ｂ決勝・・・７位　※競技得点２点獲得

成年男子1000m
宇賀神 怜眞 所属：(公財)宮崎県スポーツ協会
予選・・・・組３位　予選敗退
安保　和也　所属：(公財)宮崎県スポーツ協会
予選・・・責任先頭未完　予選敗退

成年女子1500m
鈴木　柊香　所属：(公財)宮崎県スポーツ協会　予選・・・責任先頭未完　予選敗退
成年女子3000m
鈴木　柊香　所属：(公財)宮崎県スポーツ協会　予選・・・組５位　決勝・・・７位　
※競技得点２点獲得

  ⑶ 成績 

 

  

 
 5 冬季大会男女総合成績（天皇杯得点）

 競技得点  参加点   合計点  
⑴  スキー
⑵  スケート
⑶  アイスホッケー

 ０ １０
   ２０

 ０ １０
総合得点  

１０

１０

１０
１０
１０
３０ ４０

 種別区分 氏名  所属  成績 
⑴        
⑵   　　      
⑶       
⑷        
⑸   　　       
⑹      
⑺      
⑻
⑼
⑽
⑾

      

ＤＮＳ･･･棄権　　ＤＮＦ･･･途中棄権　　ＤＳＱ･･･失格

成年男子
成年男子
成年男子
成年女子
成年女子
少年男子
少年男子
少年男子
少年男子
少年男子
少年男子

田中　宏樹
福嶋　　剛
井上　　功
千手　愛佳
今村　栄富
井上　　遼
井上　斗真
大内　一志
島川　大輝
本多　航琉
中　　順平

日本モーターボート選手会
宮崎県スキー連盟
宮崎県スキー連盟

日本大学
手もみ屋こころ

櫻美学園高等学校
高原町立高原中学校

県立五ヶ瀬中等教育学校
県立五ヶ瀬中等教育学校
県立五ヶ瀬中等教育学校
県立五ヶ瀬中等教育学校

ＤＮＦ
９７位

１０８位
ＤＮＦ
４４位

１３０位
１１９位

ＤＮＳ
１２４位
１３１位
１３２位

第80回国民スポーツ大会冬季大会

青の煌めきあおもり国スポ 冬季大会報告
き ら
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宮崎県障がい者スポーツ協会

　「湖国」である滋賀で生まれた感動が、未来へつながるようにという願いが込められた「湖国の感動 

未来へつなぐ」を大会スローガンとした第２４回全国障害者スポーツ大会が、令和７年１０月２５日

（土）から１０月２７日（月）まで滋賀県で開催され、全国から選ばれた選手・役員約５６００名が競

技を通して交流を深めました。

　本県からも選手２５名、本部役員２７名の合計５２

名の選手団が参加し、日本最大の湖、琵琶湖がある滋

賀県内の各競技会場において熱戦が繰り広げられまし

た。

　彦根市で行われた開会式では、「平和堂ＨＡＴＯス

タジアム」に秋篠宮皇嗣同妃両殿下のご臨席を仰ぎ、

本県選手団を代表して陸上競技、ボウリングに参加す

る選手・役員２５名が堂々の入場行進を行いました。

　この大会での本県選手団は、陸上競技・水泳・卓球

（ＳＴＴを含む）・フライングディスク・ボッチャ・ボウリングの６つの個人競技に参加しました。選

手は、宮崎県代表としての自覚を持ち、十分とはいえない練習環境の中で監督・コーチとともに精一杯

努力し、全力で競技した結果、金１０個、銀１２個、銅５個の合計２７個のメダルを獲得しました。

　これも、ひとえに、これまでサポートをいただいた監督・コーチや家族、関係者の皆様、声援を送っ

ていただいた県民の皆様のおかげであると深く感謝いたします。

　最終日の競技終了後、全選手が「平和堂ＨＡＴＯスタジアム」に集まり、高円宮妃殿下の御臨席の下、

閉会式が行われ、滋賀県出身の歌手で大会ＰＲ大使の西川貴教さんのパフォーマンスで会場内が一体と

なり、最高の盛り上がりを見せる中で閉会しました。

　今回の第２４回全国障がい者スポーツ大会「わたＳＨＩＧＡ輝く障スポ２０２５」はすべての人が様

々な場面で主役として光り輝くために、滋賀県民の皆様が知恵を出し合い、力を合わせて創り上げた素

晴らしい大会でした。参加した本県の選手たちも、大会を通じて湖国滋賀で生まれた夢や感動、連帯感

を、令和９年に本県で開催される「日本のひなた　宮崎国スポ・障スポ」に繋がっていく実りの多い大会

となりました。

わたSH IGA輝くわたSH IGA輝く
障スポ2 0 2 5障スポ2 0 2 5

湖国の感動　未来へつなぐ
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開催期日：令和７年１０月２５日～２７日　 開催地：滋賀県  

令和7年度  第24回全国障害者スポーツ大会「わたSHIGA輝く障スポ」宮崎県選手記録一覧

NO 競技 区分 氏　名 所属 性別 年齢区分 種目 記録・結果 順位 金 銀 銅

１００ｍ 12"99 ８位

２００ｍ 26"15 ５位

４００ｍ 57"42 ５位

２００ｍ 25"36 ６位

５０ｍ 9"41 ７位

立幅跳 2m54 ３位 1

８００ｍ 2'36"85 ５位

４００ｍ 1'9"23 ２位 1

走幅跳 4m73 １位 1

５０ｍ ７”４８ １位 1

５０ｍ 7"80 ３位 1

２００ｍ 31"78 ３位 1

５０ｍ 8"45 ２位 1

２００ｍ 32"97 １位 1

ソフトボール投 9"10 １位 1

５０ｍ ３６ｍ９８ ２位 1

スラローム １’１”９ ５位

５０ｍ 25"40 ６位

砲丸投 10m43 ２位 1

５０ｍ 8"40 １位 1

85"15ーレリｍ００４的知11 ３位 1

２５ｍ自由形 18″36 ２位 1

５０ｍ自由形 41″47 ５位

２５ｍ平泳ぎ 18″27 ２位 1

５０ｍ平泳ぎ 40″53 ２位 1

５０ｍ背泳ぎ 35″65 １位 1

５０ｍ自由形 30″72 １位 1

アキュラシー５ｍ ３投 ７位

ディスタンス 22m67cm ４位

アキュラシー５ｍ ９投 ２位 1

ディスタンス 31m52cm ２位 1

アキュラシー５ｍ ８投 ２位 1

ディスタンス 16m93cm ８位

※ １部…３９歳以下　２部…４０歳以上 10 12 5

※ 少年…１９歳以下　青年…２０歳～３５歳　壮年…３６歳以上

知的

知的

延岡市

宮崎市

新富町

宮崎市

三股町

宮崎市

男

女

陸上競技

河野碧衣・河野一郎・甲斐奏佑・山中唯華

水　泳

男 １部

少年

青年

男

男

男 ２部

１部

２部

聴覚

男

１部

１部

１部

１部

少年

少年

壮年

少年

少年

木原　宗士朗

青年

一般卓球（精神）

一般卓球
（知的）

STT
(視覚）

一般卓球
（肢体）

一般卓球
（肢体）

男

男

男

宮崎市

宮崎市

都城さくら聴覚
支援学校
（都城市）

美郷町

４位

４位

肢体 ２部宮崎市

青年

青年

1

１位 1

１位 1

２位

21

22

23

24

25

26

１勝1敗

２勝０敗

２勝０敗

０勝４敗

０勝４敗

896点

496点

卓　球

フライング
ディスク

ボッチャ

ボウリング

平野　蒼真

川村　義幸

知的

今西　佳治

肢体

男

２部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

少年

男

男

女

女

女

女

男

男

児湯るぴなす
支援学校
（高鍋町）

門川高等学校
（延岡市）

宮崎市

児湯るぴなす
支援学校
（西都市）

みやざき中央
支援学校
（宮崎市）

宮崎日本大学
高等学校
(宮崎市)

花坂　啓尋

有木　理一郎

岡﨑　由妃

関谷　　瞳

河野　碧衣

山中　唯華

三好　秀和

山田　優希

河野　一郎

27

日南市酒匂　椎奈知的 女 3 1

メダル数

総メダル数

青年 青年女子

日南市蛯原　大貴知的 1 1

立位男高鍋町吉村　昌彦肢体

1２位

２部

２部

青年 青年男子

19

齋藤　和洋肢体15

13

14

座位女宮崎市岩切　貴代美肢体

小玉　裕大

三輪　さくら

川野　健一

堀田　怜央

精神

知的

視覚

肢体

甲斐　野々華

山田　玲美奈

女

女

20

10

12

16

17

18

知的

肢体

肢体

聴覚

視覚

知的

知的

知的

知的

知的

甲斐　奏佑

高鍋町

姫城中学校
（都城市）

都城さくら聴覚
支援学校
（都城市）

宮崎市

男

令和７年度 
みやざき県民総合スポーツ祭総括

〈 メ イ ン 開 催 〉 令和7年　5 月31 日（土）・6月 1日（日）
令和7年　5 月11 日（日）・24日（土）・25日（日）
　　　　  6 月 7 日（土）・  8日（日）・15日（日）・22日（日）
　　　　　   29 日（日）
　　　　  7 月19 日（土）・20日（日） 
　　　　  8 月31 日（日）
　　　　  9 月 6 日（土）・15日（月）・17日（水）
　　　　10 月 5 日（日） 計18日間

令和6年度

10,801名

8,462名

1,674名
148名 127名 128名

1,499名 1,894名
517名 531名 528名

8,902名 8,409名
（ー258名）

令和7年度

10,224名

8,200名

1,894名
130名

（ー577名） （+100名） （+5,842名）

11,059名 10,959名参加者総数

（前年比）

選　手　団

総合開会式

競 技 役 員

実 行 委 員

令和5年度 令和4年度

〈事前･事後開催〉

〈参加者数〉

〈競　　　技〉

〈競　　　技〉 県内7市10町61会場

① 実施競技数　55競技（カヌー競技、スキー競技中止）
② 大会新記録　陸上競技12種目、水泳競技8種目

・県スポーツ協会ホームページへの写真掲載
・宮崎 国スポ・障スポ公式インスタグラムへの写真・動画掲載
・県政テレビ番組　MRT「みらい・みやざき・まなび隊」での紹介
・県政ラジオ番組　MRT「おはよう県庁です」での紹介

期 日

会 場

本大会の状況

新たな取組
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開催期日：令和７年１０月２５日～２７日　 開催地：滋賀県  

令和7年度  第24回全国障害者スポーツ大会「わたSHIGA輝く障スポ」宮崎県選手記録一覧

NO 競技 区分 氏　名 所属 性別 年齢区分 種目 記録・結果 順位 金 銀 銅

１００ｍ 12"99 ８位

２００ｍ 26"15 ５位

４００ｍ 57"42 ５位

２００ｍ 25"36 ６位

５０ｍ 9"41 ７位

立幅跳 2m54 ３位 1

８００ｍ 2'36"85 ５位

４００ｍ 1'9"23 ２位 1

走幅跳 4m73 １位 1

５０ｍ ７”４８ １位 1

５０ｍ 7"80 ３位 1

２００ｍ 31"78 ３位 1

５０ｍ 8"45 ２位 1

２００ｍ 32"97 １位 1

ソフトボール投 9"10 １位 1

５０ｍ ３６ｍ９８ ２位 1

スラローム １’１”９ ５位

５０ｍ 25"40 ６位

砲丸投 10m43 ２位 1

５０ｍ 8"40 １位 1

85"15ーレリｍ００４的知11 ３位 1

２５ｍ自由形 18″36 ２位 1

５０ｍ自由形 41″47 ５位

２５ｍ平泳ぎ 18″27 ２位 1

５０ｍ平泳ぎ 40″53 ２位 1

５０ｍ背泳ぎ 35″65 １位 1

５０ｍ自由形 30″72 １位 1

アキュラシー５ｍ ３投 ７位

ディスタンス 22m67cm ４位

アキュラシー５ｍ ９投 ２位 1

ディスタンス 31m52cm ２位 1

アキュラシー５ｍ ８投 ２位 1

ディスタンス 16m93cm ８位

※ １部…３９歳以下　２部…４０歳以上 10 12 5

※ 少年…１９歳以下　青年…２０歳～３５歳　壮年…３６歳以上

知的

知的

延岡市

宮崎市

新富町

宮崎市

三股町

宮崎市

男

女

陸上競技

河野碧衣・河野一郎・甲斐奏佑・山中唯華

水　泳

男 １部

少年

青年

男

男

男 ２部

１部

２部

聴覚

男

１部

１部

１部

１部

少年

少年

壮年

少年

少年

木原　宗士朗

青年

一般卓球（精神）

一般卓球
（知的）

STT
(視覚）

一般卓球
（肢体）

一般卓球
（肢体）

男

男

男

宮崎市

宮崎市

都城さくら聴覚
支援学校
（都城市）

美郷町

４位

４位

肢体 ２部宮崎市

青年

青年

1

１位 1

１位 1

２位

21

22

23

24

25

26

１勝1敗

２勝０敗

２勝０敗

０勝４敗

０勝４敗

896点

496点

卓　球

フライング
ディスク

ボッチャ

ボウリング

平野　蒼真

川村　義幸

知的

今西　佳治

肢体

男

２部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

少年

男

男

女

女

女

女

男

男

児湯るぴなす
支援学校
（高鍋町）

門川高等学校
（延岡市）

宮崎市

児湯るぴなす
支援学校
（西都市）

みやざき中央
支援学校
（宮崎市）

宮崎日本大学
高等学校
(宮崎市)

花坂　啓尋

有木　理一郎

岡﨑　由妃

関谷　　瞳

河野　碧衣

山中　唯華

三好　秀和

山田　優希

河野　一郎

27

日南市酒匂　椎奈知的 女 3 1

メダル数

総メダル数

青年 青年女子

日南市蛯原　大貴知的 1 1

立位男高鍋町吉村　昌彦肢体

1２位

２部

２部

青年 青年男子

19

齋藤　和洋肢体15

13

14

座位女宮崎市岩切　貴代美肢体

小玉　裕大

三輪　さくら

川野　健一

堀田　怜央

精神

知的

視覚

肢体

甲斐　野々華

山田　玲美奈

女

女

20

10

12

16

17

18

知的

肢体

肢体

聴覚

視覚

知的

知的

知的

知的

知的

甲斐　奏佑

高鍋町

姫城中学校
（都城市）

都城さくら聴覚
支援学校
（都城市）

宮崎市

男

令和７年度 
みやざき県民総合スポーツ祭総括

〈 メ イ ン 開 催 〉 令和7年　5 月31 日（土）・6月 1日（日）
令和7年　5 月11 日（日）・24日（土）・25日（日）
　　　　  6 月 7 日（土）・  8日（日）・15日（日）・22日（日）
　　　　　   29 日（日）
　　　　  7 月19 日（土）・20日（日） 
　　　　  8 月31 日（日）
　　　　  9 月 6 日（土）・15日（月）・17日（水）
　　　　10 月 5 日（日） 計18日間

令和6年度

10,801名

8,462名

1,674名
148名 127名 128名

1,499名 1,894名
517名 531名 528名

8,902名 8,409名
（ー258名）

令和7年度

10,224名

8,200名

1,894名
130名

（ー577名） （+100名） （+5,842名）

11,059名 10,959名参加者総数

（前年比）

選　手　団

総合開会式

競 技 役 員

実 行 委 員

令和5年度 令和4年度

〈事前･事後開催〉

〈参加者数〉

〈競　　　技〉

〈競　　　技〉 県内7市10町61会場

① 実施競技数　55競技（カヌー競技、スキー競技中止）
② 大会新記録　陸上競技12種目、水泳競技8種目

・県スポーツ協会ホームページへの写真掲載
・宮崎 国スポ・障スポ公式インスタグラムへの写真・動画掲載
・県政テレビ番組　MRT「みらい・みやざき・まなび隊」での紹介
・県政ラジオ番組　MRT「おはよう県庁です」での紹介

期 日

会 場

本大会の状況

新たな取組
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■ ウエイトリフティング ■ サッカー（一般）競技の様子

■ ソフトテニス競技の様子 ■ ターゲット・バードゴルフ競技の様子

■ パークゴルフ競技の様子 ■ バウンドテニス競技の様子

■ フライングディスク競技の様子 ■ ペタンク競技の様子

■ ラグビー競技の様子 ■ 自転車(ロード）競技の様子

■ 銃剣道競技の様子 ■ 卓球バレー競技の様子
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■ ウエイトリフティング ■ サッカー（一般）競技の様子

■ ソフトテニス競技の様子 ■ ターゲット・バードゴルフ競技の様子

■ パークゴルフ競技の様子 ■ バウンドテニス競技の様子

■ フライングディスク競技の様子 ■ ペタンク競技の様子

■ ラグビー競技の様子 ■ 自転車(ロード）競技の様子

■ 銃剣道競技の様子 ■ 卓球バレー競技の様子

第15回 宮崎チャレンジマッチ
｢ハンドボール競技｣報告

宮崎チャレンジマッチ実行委員会

　第15回宮崎チャレンジマッチ「ハンドボール競技」がMRT宮崎放送・UMKテレビ宮崎・宮崎県・宮崎県教育委
員会・公益財団法人宮崎県スポーツ協会の主催で６月29日（日）、宮崎市総合体育館にて開催された。
　今大会では、令和５年度全国高等学校選抜ハンドボール大会をはじめとして令和６年度の高等学校主要大会
を全て制した現在日本でNo.1の山梨県駿台甲府高等学校男子ハンドボール部と、２年連続国民スポーツ大会３
位入賞の兵庫県神戸星城高等学校女子ハンドボール部を招待し、本県男女少年選抜との対戦形式でチャレンジ
マッチを開催した。
　女子の試合では、幸先よく立ち上がった宮崎選抜が、堅い守りからの速攻で点を決めリードするものの、落ち
着いたボール回しから着実に点を決める神戸星城が徐々に点差を縮め、前半途中からは逆にリードされる展開
となり、７点差を付けられて前半を終えた。
　後半も、宮崎選抜の攻撃のミスを見逃さない神戸星城が終始大きくリードする場面が続いたが、宮崎選抜も
ターゲットエイジ選手の活躍で粘り強く戦い、21－３６で負けはしたものの、２年後に向けた明るい材料も見
られた試合であった。
　続いて行われた男子の試合は、立ち上がりから日本一のチームに対して気持ちで一歩も引かない宮崎選抜が
駿台甲府と五分五分の試合を展開し、前半を１４－１５で折り返した。
　後半も引き締まった守りから素早い速攻で互いに点を取り合う展開となり、ゴールキーパーの好守もあって
観客を大いに沸かせた。残り５分を切って１点差に詰め寄った宮崎選抜であったが、勝負所の退場が響き、その
チャンスを見逃さない駿台甲府に突き放されて、２７－３０で惜しくも大金星を逃した。
高等学校のブロック大会後というタイトなスケジュールでの本大会開催となったが、決勝戦でしか体験できな
い選手紹介からの入場セレモニーや、立ち見が出るほどのたくさんの応援の中でハイレベルの相手と対戦でき
たこと、前日の交流練習会でターゲットエイジの強化も含めて実践さながらの練習に取り組めたことは、イン
ターハイ、九州ブロック大会等の大事な大会を控える本県代表にとって、とても有意義な大会となった。
また、主管した宮崎県ハンドボール協会にとっても、令和８年度の国民スポーツ大会リハーサル大会や全国高等
学校選抜ハンドボール大会、そして２０２７年宮崎国スポに向けた運営上の課題を様々な視点で見つけること
ができたことは、大変貴重な経験となったようである。
　最後に、今大会の開催にあたり、御支援いただいた協賛各社等の皆様、チーム選考から大会の準備・運営に御尽
力くださった宮崎県ハンドボール協会、そして多くの県民の皆様に心から感謝申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　   　15 － 14
〈男　子〉　　駿台甲府高等学校　３０ ［　　　　　］ ２７　宮崎県高校選抜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　15 － 13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　18 － 11
〈女　子 〉　　神戸星城高等学校　３６ ［　　　　　］ ２１　宮崎県高校選抜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　18 － 10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈男　子〉 轟木　友也 （宮崎県高校選抜）　　 小路　凰太 （駿台甲府高等学校）　

〈女　子〉 八幡　結音 （宮崎県高校選抜）　　 濵口　杏奈 （神戸星城高等学校）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

優秀
選手賞

試合
結果

令和7年度
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【協賛各社の紹介】

【チャレンジマッチ第１試合目　宮崎県選抜女子vs神戸星城】

【チャレンジマッチ第２試合目　宮崎県選抜男子vs駿台甲府】

【優勝楯贈呈】 【優秀選手インタビュー】

【エンディング】【応援するWAP生】

【開会セレモニー・実行委員長挨拶】
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♦団 員 数 ‥15名（中学生１名、6年生４名、5年生６名、２年生２名、６歳１名、5歳１名）
♦対      象 ‥レインボーハーツ…小・中学生、レインボージュニア…未就学児～小学２年生まで
♦練習場所 ‥富田小学校（奇数月）、富田中学校（偶数月）
♦練 習 日 ‥火・木（18:00～20:00）、土・日・祝日（練習試合や試合等により変更）
♦連 絡 先 ‥育成会長　尾﨑（080-5216-9018）、マネージャー川西（080-5278-7893）

♦チームの特色・紹介
　本団は富田小学校を中心に新富町や宮崎市・高鍋町の子どもたちも一緒に活動しています。生涯スポーツとしてのバレーボー
ルを根幹に将来につながる団運営、チーム全員でしっかりとした目標（全国大会出場）に向かって自ら関わる姿勢を大事に練習し
ています。来るものは拒まず、バレーボールができる環境作りはできていますのでいつでも見学や体験もお待ちしています。

♦令和７年度成績‥ 第1回西都市協会長杯小学生バレーボール大会 優勝
　　　　　　　　 第61回スポーツ少年団中央大会バレーボール競技女子の部 優勝
　　　　　　　　 児湯郡小学生バレーボール育成会大会 優勝

♦過去や今年の成績等

♦練習場所‥日向市立日知屋小学校校庭　　♦練習日‥水・金・土・日
♦練習時間‥平日17:00～19:00　土日9:00～12:00(試合が入る場合があります)
♦対      象‥小学1～6年生　　♦団員数‥33名　　♦監督‥黒木 圭一

♦チームの特色・紹介
　１年生から６年生までが様々な小学校から集まり、野球を通じて心身ともに成長していくことを目指しているチームです。
チームカラーは個人個人の性格や特徴を尊重しているせいか、個性が強く元気があり余っているというところです。
　現在部員は３３名で活動しており、低学年と高学年に分かれて練習や試合を行い、それぞれに監督・コーチが付いて指導を行っ
ています。レクリエーションや宿泊を兼ねた遠征試合なども年に数回あり、小学生時代の思い出の1ページになってくれることを
願っています。
　指導内容については、型にはめることはせずに中学生になっても野球をしたいと思う気持ちを持ち続けてくれるように、飽きず
に楽しんでもらえるような練習メニューを取り入れています。

・UMKスポーツフェスタ グループ 優勝
・全日本学童野球宮崎県大会 ５位(三重県で開催されたエンジョイ軟式野球フェスティバルへ出場)
・オレンジボール日向地区大会 優勝
・宮日旗争奪学童野球宮崎県大会 ３位
・第3回SPORTS SHOPタカヒラ杯 準優勝

～全国大会出場2単位団～

富田レインボーハーツ・レインボージュニア（新富町）

日向ベアーズスポーツ少年団（日向市）

宮崎県スポーツ少年団の活動紹介
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『スポーツが変える、未来を照らす』
令和７年度「ひなたスポーツフェスタ（ひなすぽ）」

活動報告
県民及び県内で活動している総合型地域スポーツクラブと本県スポーツ関係団体が一堂に 
集まり、本県スポーツ振興についての普及啓発と総合型地域スポーツクラブ相互や関係団 
体との連携協力を図る。

宮崎県教育委員会　公益財団法人宮崎県スポーツ協会　
宮崎県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会

宮崎県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会ひなスポ実行委員会

宮崎上水園、南九州酪農協同株式会社

スポーツ庁委託事業「地域におけるスポーツ医・科学サポート体制構築事業」
宮崎県 宮崎国スポ・障スポ局　宮崎県スポーツ推進委員協議会

令和７年 12月 ６日（土）

ひなた木の花ドーム

○スポーツバイキング（各クラブ提供のスポーツ体験）
○２０２７日本のひなた宮崎国スポ・障スポ紹介ブース
○県内総合型地域スポーツクラブ紹介ブース　○健康相談コーナー（宮崎大学医学部）

大人１９４名　子ども２００名　

活動の様子

目　　的

主　　催

主　　管

協　　賛

協　　力

期　　日

会　　場

内　　容

参加者数
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目  的

経緯・内容

令和7年度
在籍数

※Ｒ５・Ｒ６の新規生募集停止に
よりＲ７の小５・６は在籍者なし

育成プログラムの内容

　　能力開発プログラム オリンピアンやプロスポーツ選手を指導する講師から指導を受けます。

① 身体的能力開発 ② 知的能力開発

様々な競技を体験し、自分の可能性を高め、自分に合った競技をみつけます。

コオーディネーション2コオーディネーション1 アスリート食

女性アスリート

ロジカルシンキング ペップトーク

デュアルキャリア教育 目標設定

コミュニケーション メンタル

SAQトレーニングコオーディネーション3

コンディショニング

スポーツクライミング

ラグビー

ボーリング カヌー 水球 なぎなた

アーチェリー ホッケー セーリング 自転車

ウエイトリフティング フェンシング ボクシング ハンドボール

セルフケア

1

　　 競技種目体験プログラム2

宮崎ワールドアスリート
プロジェクト

宮崎ワールドアスリート

カテゴリー
学　年

学年人数
カテゴリー人数

総　計

中学１年生
27

80

中学２年生
28

ジュニア   

55

シニア
中学３年生

25
25

　県内から体力・運動能力に優れた子どもたちを発掘し、2027年宮崎国民スポーツ大会・オリン
ピックなどの国際舞台で活躍できる人材や、県や日本のスポーツリーダーとなる人材を育てます。

　平成28年度から活動を始め、今年で10年目を迎えます。育成プログラムは月２回程度実施し、
小学校５年生から中学校３年生までの５年間が育成期間で、中学校３年生で自分に最も適した競
技種目を選んで高校につなぎます。これまでに175名の修了生を送り出しています。
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●競技団体主催の全国大会での上位入賞          
・全国女子中学生ウエイトリフティング選手権大会49kg級　１位
・全国大学女子７人制ラグビー大会　１位          
・第94回全日本自転車競技選手権　女子ケイリン・女子1kmTT・女子スプリント３位（３種目）
・ラグビー太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2025グランドファイナル札幌大会５位
・SUBARU日本カヌースプリント選手権　カヤックペア女子500m５位 
・第41回U20日本陸上選手権　U20男子棒高跳び６位         
     
●日本代表（世代別）・プロスポーツ選手          
・川野 円子（鹿屋体育大１年） 2025カヌースプリントジュニアU23世界選手権（ポルトガル）
 アジアパンパシフィックスプリントカップ（日本：石川県）
・髙城 昊紀（宮崎西高２年）U18アジア陸上競技選手権2025（サウジアラビア） 
・鍋島 実愛（宮崎農業高３年）日韓高校対抗自転車競技大会2025（韓国）
・沼田 頼人（豊川高２年：愛知県）世界ジュニア水泳選手権（ルーマニア）       
・奈須 天希（同志社大学３年）アジアパンパシフィックスプリントカップ（日本：石川県）
・岡村 了樹（富島高３年）NPBドラフト会議2025　千葉ロッテマリーンズより６位指名　     

大会 競技種目 成績 成績
１位
１位
１位
１位
２位
２位
２位
２位
３位
３位
４位
５位

１位
１位
１位
１位
１位
２位
２位
２位
２位
３位
３位
４位
４位
５位
８位

大会 競技種目

（令和７年度の全国大会での入賞者）　※は他県代表として出場修了生の成績

コミュニケーション アスリート食

ウエイトリフティング女子45kgスナッチ 
ウエイトリフティング女子45kgジャーク
ウエイトリフティング女子45kgトータル
※バレーボール男子
自転車女子スプリント
ボクシング男子フライ級 
カヌー女子カヤックフォア200m 
カヌー女子カヤックフォア500m
※競泳男子200m個人メドレー
自転車女子1kmタイムトライアル 
※競泳男子400m個人メドレー
カヌー女子カヤックペア200m

カヌー少年女子カヤックフォア500m 
※バレーボール少年男子  
※競泳少年男子A400m自由形 
※競泳少年男子A4×200mフリーリレー
※競泳少年男子A4×100mメドレーリレー 
陸上少年男子共通110mH  
カヌー少年女子カヤックフォア200m 
自転車女子ケイリン   
ボクシング少年男子フライ級  
フェンシング成年男子サーブル団体 
自転車女子スプリント   
自転車女子チームスプリント  
※競泳少年男子A200m平泳ぎ  
剣道少年女子団体   
自転車女子1kmタイムトライアル  

〈WAP事務局所在地〉

〒889-2151
宮崎市大字熊野字島山1443-12

公益財団法人宮崎県スポーツ協会内
TEL 0985-58-5633

修了生・現役生
ともに着実に成果を
上げています！！

　　ファミリープログラム5

中３のプログラム。高校から
実施する競技種目を選択し、
将来の計画を発表します。

保護者対象。アスリート生の親
としてのメンタルや食事などに
ついて学びます。

　　自宅課題カリキュラム4

県スポーツ協会認定トレーナー
から普段のトレーニングや体づ
くりの指導を受けます

開
け
未
来
の
扉

中
国
高
校
総
体

わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ　　☆国スポの陸上少年男子共通110m 2位

　　　高城昊紀さん（宮崎西高２年）の記録
　　　13秒17はU18及びU20日本新記録

　　 パスウェイプログラム3

☆沼田さん400mメドレー個人・リレーの両種目で世界１位　　
☆川野さんWK-2 500mアジア１位、高城さん110mHアジア１位
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●競技団体主催の全国大会での上位入賞          
・全国女子中学生ウエイトリフティング選手権大会49kg級　１位
・全国大学女子７人制ラグビー大会　１位          
・第94回全日本自転車競技選手権　女子ケイリン・女子1kmTT・女子スプリント３位（３種目）
・ラグビー太陽生命ウィメンズセブンズシリーズ2025グランドファイナル札幌大会５位
・SUBARU日本カヌースプリント選手権　カヤックペア女子500m５位 
・第41回U20日本陸上選手権　U20男子棒高跳び６位         
     
●日本代表（世代別）・プロスポーツ選手          
・川野 円子（鹿屋体育大１年） 2025カヌースプリントジュニアU23世界選手権（ポルトガル）
 アジアパンパシフィックスプリントカップ（日本：石川県）
・髙城 昊紀（宮崎西高２年）U18アジア陸上競技選手権2025（サウジアラビア） 
・鍋島 実愛（宮崎農業高３年）日韓高校対抗自転車競技大会2025（韓国）
・沼田 頼人（豊川高２年：愛知県）世界ジュニア水泳選手権（ルーマニア）       
・奈須 天希（同志社大学３年）アジアパンパシフィックスプリントカップ（日本：石川県）
・岡村 了樹（富島高３年）NPBドラフト会議2025　千葉ロッテマリーンズより６位指名　     

大会 競技種目 成績 成績
１位
１位
１位
１位
２位
２位
２位
２位
３位
３位
４位
５位

１位
１位
１位
１位
１位
２位
２位
２位
２位
３位
３位
４位
４位
５位
８位

大会 競技種目

（令和７年度の全国大会での入賞者）　※は他県代表として出場修了生の成績

コミュニケーション アスリート食

ウエイトリフティング女子45kgスナッチ 
ウエイトリフティング女子45kgジャーク
ウエイトリフティング女子45kgトータル
※バレーボール男子
自転車女子スプリント
ボクシング男子フライ級 
カヌー女子カヤックフォア200m 
カヌー女子カヤックフォア500m
※競泳男子200m個人メドレー
自転車女子1kmタイムトライアル 
※競泳男子400m個人メドレー
カヌー女子カヤックペア200m

カヌー少年女子カヤックフォア500m 
※バレーボール少年男子  
※競泳少年男子A400m自由形 
※競泳少年男子A4×200mフリーリレー
※競泳少年男子A4×100mメドレーリレー 
陸上少年男子共通110mH  
カヌー少年女子カヤックフォア200m 
自転車女子ケイリン   
ボクシング少年男子フライ級  
フェンシング成年男子サーブル団体 
自転車女子スプリント   
自転車女子チームスプリント  
※競泳少年男子A200m平泳ぎ  
剣道少年女子団体   
自転車女子1kmタイムトライアル  

〈WAP事務局所在地〉

〒889-2151
宮崎市大字熊野字島山1443-12

公益財団法人宮崎県スポーツ協会内
TEL 0985-58-5633

修了生・現役生
ともに着実に成果を
上げています！！

　　ファミリープログラム5

中３のプログラム。高校から
実施する競技種目を選択し、
将来の計画を発表します。

保護者対象。アスリート生の親
としてのメンタルや食事などに
ついて学びます。

　　自宅課題カリキュラム4

県スポーツ協会認定トレーナー
から普段のトレーニングや体づ
くりの指導を受けます

開
け
未
来
の
扉

中
国
高
校
総
体

わ
た
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ
Ａ
輝
く
国
ス
ポ　　☆国スポの陸上少年男子共通110m 2位

　　　高城昊紀さん（宮崎西高２年）の記録
　　　13秒17はU18及びU20日本新記録

　　 パスウェイプログラム3

☆沼田さん400mメドレー個人・リレーの両種目で世界１位　　
☆川野さんWK-2 500mアジア１位、高城さん110mHアジア１位

公認スポーツファーマシストとは、最新のアンチ・ドーピング規則やスポーツ薬理学に関する専門知

識を有する薬剤師のことである。アスリートが安心して医薬品やサプリメントを使用できるよう、正確

な情報提供と支援を行うことを目的としている。

日本アンチ・ドーピング機構（JADA）は2024年4月から2025年3月の1年間で6,875件のドーピング

検査（尿検査・血液検査）を実施している。

近年の検査数は、少しずつではあるが年々増加傾向にある。スポーツ界全体でアンチ・ドーピング

に対する意識を今後さらに高めていく必要があると考えられる。

国民スポーツ大会も多くの競技種目において、ドーピング検査が行われる「国内最高レベルの競技

大会」としてJADAは位置づけている。

2023年の鹿児島特別国体からは、アンチ・ドーピング教育の履修が大会参加の必須条件となり、

選手だけでなく、サポートスタッフや18歳未満の選手の保護者にも受講が求められるようになった。

宮崎県スポーツ医・科学委員会では、毎年、国民スポーツ大会候補選手のメディカルチェックを実

施している。スポーツファーマシストは選手の服用している薬やサプリメントに関する指導・助言を行

い、選手が安心して競技に集中できる環境の構築を目指している。

また、国民スポーツ大会開催時に行われる、宮崎県選手団結団壮行式の際には、アンチ・ドーピン

グに関する講習会を実施している。その他にも、必要に応じてさまざまな場面で啓発活動に取り組

んでいる。

これらの活動を通じて感じるのは、選手の間で知識や意識に大きな差があるということだ。禁止物

質の確認を徹底する選手がいる一方で、正しい情報を得る機会が少なく、知識不足を感じる選手

も多く見受けられる。知識がないため、使用可能薬でも調べずに初めから服用を避けるという行動

をとる選手も少なくない。

治療できる症状を放置することは、パフォーマンスや練習効率の低下を招くおそれがあるため、今

後はドーピング検査の対象となる前の段階から、すべてのアスリートが基礎的なアンチ・ドーピング

の知識を段階的に身につけられるよう、学びの機会を広げていく必要があると感じている。

公認スポーツファーマシストと
アンチ・ドーピング活動の取り組み

宮崎県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会

公認スポーツファーマシスト
新留　誠一

スポーツ医・科学委員会便り
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公益財団法人宮崎県スポーツ協会表彰（一般）公益財団法人宮崎県スポーツ協会表彰（一般）

鹿島　庄一郎
宮崎県ソフトテニス連盟
副会長
選手として、県内外の大会に出場さ
れ、好成績を残してこられた、また、後
進の選手の指導に尽力された。現在も
県ソフトテニス連盟副会長として、連
盟の企画・運営に当たっている。

山村　郁代
宮崎県ソフトテニス連盟
中学生の指導をされながら、県
レディース大会等に出場され、
また県ソフトテニス連盟の企画・
運営等に携わられている。

後藤　敏郎
元宮崎県ラグビー
フットボール協会会長
A級コーチを取得し、永年にわた
り宮崎県ラグビーフットボール協
会の要職を務め、競技者の指導
のほか、振興、発展に貢献された。

財津　�長
元宮崎県ラグビー
フットボール協会会長
少年スクールの指導を行い、数多くの選
手を育てたほか、永年にわたり、宮崎県
ラグビーフットボール協会の要職を務
め、競技の普及、振興、発展に貢献され
た。

上西　憲男
元宮崎県ラグビー
フットボール協会会長
永年にわたり、宮崎県ラグビー
フットボール協会の要職を務
め、競技の普及、振興、発展に
貢献された。

大澤　由一
宮崎県体操協会理事長
選手、指導者として全国大会優勝と
いう成績を残し、行政機関では専門
競技だけでなく幅広く本県体育ス
ポーツの振興に貢献した。中学校校
長として専門部長や県体操協会や九
州の要職も務めている。

柿木　真也
宮崎県体操協会副会長
宮崎国体では選手として総合優勝し、
中学校教員として専門の体操競技を
はじめ幅広く本県体育スポーツの振
興に貢献した。県中体連や県体操協
会の要職を務められ、現在も後進の
指導にあたられている。

柳橋　昌一
元宮崎県体操協会理事
宮崎国体では選手として総合優勝、ま
た中学校教員として専門の体操競技を
はじめ幅広く本県体育スポーツの振興
に貢献した。また県体操協会理事とし
て大会運営や審判員として活躍され
た。現在も後進の指導にあたられてい
る。

中尾　清美
元宮崎県ソフトボール
協会理事
スポーツ少年団の指導者、宮崎県ソフト
ボール協会理事、西臼杵地区ソフトボー
ル協会理事長を歴任し、九州ブロック大
会などの各種大会で審判としても運営
に尽力された。

荒木　修二
松濤連盟　宮崎県本部
県内地域の空手道普及・振興にご
尽力されている。指導も精力的に
され、競技力向上と優秀な指導者
を多数育成している。永年にわた
り県空手道連盟事業に対し、献身
的に貢献している。

中原　邦弘
都城地区
グラウンド・ゴルフ協会長
永年にわたり地区の協会会員を取りまとめ、
大会の企画・運営を行い、日本協会の資格を
取得し、会員の指導育成にも取り組んでい
る。練習場の環境美化や整備も行い、地域社
会への貢献は大きいものである。県の役員と
しても県協会の健全経営に寄与している。

江藤　和利
川南町グラウンド・ゴルフ
協会会長
永年にわたり川南協会を統括し、地区大
会の企画・運営に積極的に取り組み、高齢
者の健康仲間づくりに貢献されている。
日本協会の資格を取得し、正しいルー
ル、マナーの普及指導を行なっている。

梅田　修二
宮崎県ミニテニス協会
理事長
体育指導員として永きに渡り地域のス
ポーツ振興に尽力された。県のミニテニ
ス競技の普及と振興に貢献し、現在選手
を続けながら、教室を開催し、会員の技
術向上と会員拡大に取り組んでいる。

櫻田　和廣
前都城地区
バレーボール協会理事長
都城市で開催された数々の九州・全国大
会及び国際大会で、中心的役割を果たさ
れ、大会の成功に貢献された。また永年協
会では数々の要職を歴任され、協会運営
及び発展に寄与された。さらに現在も小中
高生の大会役員として活躍をされている。

内村　学
都城地区バレーボール
協会副会長
都城市で開催された数々の九州・全国大
会及び全日本チーム紅白戦で中心的役割
を果たされ、大会の成功に貢献された。ま
た永年協会に在籍され、協会運営及び発
展に多大な貢献をされ、さらに現在も小
中高生の大会役員として活躍されている。

黒木　繁人
日向市スポーツ協会副会長
平成２５年日向市体育協会（現：日
向市スポーツ協会）の副会長に就
任。現在まで６期１２年に渡りそ
の職務に精励し、本市スポーツの
普及振興に尽力された。

結城　敬一郎
宮崎県中学校体育連盟
副会長
永年にわたり学校での教科体育及び部
活動指導にあたり、また県中体連副会長
及び競技力向上検討委員会会長のよう
な要職を務められ、運動部活動諸問題や
競技力向上対策に貢献するとともに、県
内中学生の体育の振興と、広くスポーツ
界の発展に寄与した。

湯前　英則
一般財団法人
宮崎陸上競技協会理事
永年にわたり選手育成にも取り組み、県
中体連の役員も務められた。
本協会では、平成２５年から１０年間副理
事長、学識経験者理事として協会運営に
尽力さされるとともに、審判長として大
会運営に貢献されている。

スポーツ功労賞〈個人〉

公益財団法人宮崎県スポーツ協会スポーツ功労賞・優秀賞・奨励賞（令和6年度）の表彰は宮崎県スポーツ協会評議員
会の中で行いました。
　宮崎県スポーツ協会表彰とは、多年にわたり本県体育・スポーツの普及・振興に寄与され、その功績の顕著な方を
「スポーツ功労者」として、国内外のトップレベルの大会で優秀な成績を収めた方を「スポーツ優秀者」として、そ
して、国内外のトップレベルに準ずる優秀な成績をあげた方に「スポーツ奨励者」として、表彰するものです。

受賞者は以下のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※所属・役職につきましては、昨年度のものとなっております
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公益財団法人宮崎県スポーツ協会表彰（一般）公益財団法人宮崎県スポーツ協会表彰（一般）

鹿島　庄一郎
宮崎県ソフトテニス連盟
副会長
選手として、県内外の大会に出場さ
れ、好成績を残してこられた、また、後
進の選手の指導に尽力された。現在も
県ソフトテニス連盟副会長として、連
盟の企画・運営に当たっている。

山村　郁代
宮崎県ソフトテニス連盟
中学生の指導をされながら、県
レディース大会等に出場され、
また県ソフトテニス連盟の企画・
運営等に携わられている。

後藤　敏郎
元宮崎県ラグビー
フットボール協会会長
A級コーチを取得し、永年にわた
り宮崎県ラグビーフットボール協
会の要職を務め、競技者の指導
のほか、振興、発展に貢献された。

財津　�長
元宮崎県ラグビー
フットボール協会会長
少年スクールの指導を行い、数多くの選
手を育てたほか、永年にわたり、宮崎県
ラグビーフットボール協会の要職を務
め、競技の普及、振興、発展に貢献され
た。

上西　憲男
元宮崎県ラグビー
フットボール協会会長
永年にわたり、宮崎県ラグビー
フットボール協会の要職を務
め、競技の普及、振興、発展に
貢献された。

大澤　由一
宮崎県体操協会理事長
選手、指導者として全国大会優勝と
いう成績を残し、行政機関では専門
競技だけでなく幅広く本県体育ス
ポーツの振興に貢献した。中学校校
長として専門部長や県体操協会や九
州の要職も務めている。

柿木　真也
宮崎県体操協会副会長
宮崎国体では選手として総合優勝し、
中学校教員として専門の体操競技を
はじめ幅広く本県体育スポーツの振
興に貢献した。県中体連や県体操協
会の要職を務められ、現在も後進の
指導にあたられている。

柳橋　昌一
元宮崎県体操協会理事
宮崎国体では選手として総合優勝、ま
た中学校教員として専門の体操競技を
はじめ幅広く本県体育スポーツの振興
に貢献した。また県体操協会理事とし
て大会運営や審判員として活躍され
た。現在も後進の指導にあたられてい
る。

中尾　清美
元宮崎県ソフトボール
協会理事
スポーツ少年団の指導者、宮崎県ソフト
ボール協会理事、西臼杵地区ソフトボー
ル協会理事長を歴任し、九州ブロック大
会などの各種大会で審判としても運営
に尽力された。

荒木　修二
松濤連盟　宮崎県本部
県内地域の空手道普及・振興にご
尽力されている。指導も精力的に
され、競技力向上と優秀な指導者
を多数育成している。永年にわた
り県空手道連盟事業に対し、献身
的に貢献している。

中原　邦弘
都城地区
グラウンド・ゴルフ協会長
永年にわたり地区の協会会員を取りまとめ、
大会の企画・運営を行い、日本協会の資格を
取得し、会員の指導育成にも取り組んでい
る。練習場の環境美化や整備も行い、地域社
会への貢献は大きいものである。県の役員と
しても県協会の健全経営に寄与している。

江藤　和利
川南町グラウンド・ゴルフ
協会会長
永年にわたり川南協会を統括し、地区大
会の企画・運営に積極的に取り組み、高齢
者の健康仲間づくりに貢献されている。
日本協会の資格を取得し、正しいルー
ル、マナーの普及指導を行なっている。

梅田　修二
宮崎県ミニテニス協会
理事長
体育指導員として永きに渡り地域のス
ポーツ振興に尽力された。県のミニテニ
ス競技の普及と振興に貢献し、現在選手
を続けながら、教室を開催し、会員の技
術向上と会員拡大に取り組んでいる。

櫻田　和廣
前都城地区
バレーボール協会理事長
都城市で開催された数々の九州・全国大
会及び国際大会で、中心的役割を果たさ
れ、大会の成功に貢献された。また永年協
会では数々の要職を歴任され、協会運営
及び発展に寄与された。さらに現在も小中
高生の大会役員として活躍をされている。

内村　学
都城地区バレーボール
協会副会長
都城市で開催された数々の九州・全国大
会及び全日本チーム紅白戦で中心的役割
を果たされ、大会の成功に貢献された。ま
た永年協会に在籍され、協会運営及び発
展に多大な貢献をされ、さらに現在も小
中高生の大会役員として活躍されている。

黒木　繁人
日向市スポーツ協会副会長
平成２５年日向市体育協会（現：日
向市スポーツ協会）の副会長に就
任。現在まで６期１２年に渡りそ
の職務に精励し、本市スポーツの
普及振興に尽力された。

結城　敬一郎
宮崎県中学校体育連盟
副会長
永年にわたり学校での教科体育及び部
活動指導にあたり、また県中体連副会長
及び競技力向上検討委員会会長のよう
な要職を務められ、運動部活動諸問題や
競技力向上対策に貢献するとともに、県
内中学生の体育の振興と、広くスポーツ
界の発展に寄与した。

湯前　英則
一般財団法人
宮崎陸上競技協会理事
永年にわたり選手育成にも取り組み、県
中体連の役員も務められた。
本協会では、平成２５年から１０年間副理
事長、学識経験者理事として協会運営に
尽力さされるとともに、審判長として大
会運営に貢献されている。

スポーツ功労賞〈個人〉

公益財団法人宮崎県スポーツ協会スポーツ功労賞・優秀賞・奨励賞（令和6年度）の表彰は宮崎県スポーツ協会評議員
会の中で行いました。
　宮崎県スポーツ協会表彰とは、多年にわたり本県体育・スポーツの普及・振興に寄与され、その功績の顕著な方を
「スポーツ功労者」として、国内外のトップレベルの大会で優秀な成績を収めた方を「スポーツ優秀者」として、そ
して、国内外のトップレベルに準ずる優秀な成績をあげた方に「スポーツ奨励者」として、表彰するものです。

受賞者は以下のとおりです。　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※所属・役職につきましては、昨年度のものとなっております

津田　博翔
高知県須崎市役所
(カヌー競技)
令和６年度SUBARU日本カヌースプリント選手権大会
男子カナディアンペア １０００ｍ 第２位
男子カナディアンペア　 ５００ｍ 第２位
男子カナディアンフォア ５００ｍ 第３位
男子カナディアンペア　 ２００ｍ 第３位

髙佐　龍太郎
日本大学

（自転車競技）
令和６年度第９３回全日本学生選手権トラックレース
男子チームスプリント　第２位
令和６年度全日本学生選手権トラック自転車競技大会
男子ケイリン　第２位

藤﨑　利廣
えびの市陸上競技協会

（えびの市マスターズ陸上）（陸上競技）
２０２３第２２回アジアマスターズ
陸上競技選手権
 1500ｍ （80歳～84歳）　優勝
 800ｍ （80歳～84歳）　優勝

第２０回　女子ハンドボールアジア選手権大会
優勝

北林　健治
熊本ビューストピンディーズ

（ハンドボール競技）

田邉　雄也
旭化成延岡

（陸上競技）
第７９回九州陸上競技選手権
大会
男子5000ｍ　優勝

第７５回九州ソフトテニス選
手権大会
男子ダブルス一般男子　優勝

甲斐　雄也
Ｈａｗｋ・延岡商業高等学校（教）

（陸上競技）
第７９回九州陸上競技選手権
大会
男子砲丸投　優勝

古川　開理
環太平洋大学
陸上競技部（陸上競技）
第７９回九州陸上競技選手権
大会
女子ハンマー投　優勝

鹿島　鉄平
都商OBクラブ

（ソフトテニス競技）

井口　雄介
スマッシュイグチ

（ソフトテニス競技）
第７５回九州ソフトテニス
選手権大会
ダブルス一般男子　優勝

九州レディースソフトテニス
選手権大会
個人戦の部　きく　優勝

佐藤　エリ子
都城グリーン

（ソフトテニス競技）

末永　タマキ
宮崎フェニックスSTC 

（ソフトテニス競技）
九州レディースソフトテニス
選手権大会
個人戦の部　きく　優勝

津曲　まり子
都城グリーン

（ソフトテニス競技）
第７５回九州ソフトテニス
選手権大会
ダブルス女子65歳　優勝

スポーツ功労賞〈団体〉

スポーツ奨励賞

スポーツ優秀賞

◆ 国富町グラウンド・ゴルフ協会
　日本グラウンド・ゴルフ協会、県グラウンド・ゴルフ協会、県行政機関との協力、連携を大事にしてグラウンド・ゴルフの
普及振興と会員の心身の向上、親睦に積極的に取り組んでいる模範団体である。
　研修会、交歓大会等を積極的に開催し、仲間づくりに努めている。各種団体が主催する大会で常に優秀な成績を収め
るとともに、地域が主催する各種行事にも参加し、リーダー的な団体である。

メディカル委員会は昭和21年に県協会が創設されてから今日に至るまで、関係各位の献身的な努力の積み重ねにより、
ラグビー競技の安全対策の組織基盤が確立された。

スポーツ優秀賞〈団体〉

◆ ヴィアマテラス宮崎（サッカー競技）
２０２４プレナスなでしこリーグ１部　優勝
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２

３

４

５

８

６

７

サッカー

バレー
ボール

軟式
野球

銃剣道

銃剣道

銃剣道

少林寺
拳法

バレーボール
（ビーチバレー
ボール）

日章学園
中学校

日章学園
中学校

令和７年度全国中学
校体育大会

第５６回全国中学校
サッカー大会

第2位
日本
中学校
体育連盟

令和７年
８月１７日
～２２日

令和７年
８月4日～
7日

第３位

第３位
日本
中学校
体育連盟

令和７年
８月18日～
21日

第２位

第２位

第3位

第２位

第1位

第４５回全日本バレー
ボール小学生大会全
国大会　男子の部

公益財団
法人バレー
ボール協会

公益財団法
人バレー
ボール協会

令和７年
８月７日～１０

日

全日本ビーチバレーボー
ル高等学校選手権大会

　男子の部

小林市立
小林小学校

小林市立
三松小学校

日章学園
高等学校

日章学園
高等学校

尚学館
中学校

尚学館
中学校

都城
少年少女
銃剣道
クラブA

都城市立妻ケ丘中学校
都城市立小松原中学校
都城市立西中学校

三股町立三股中学校

都城市立五十市中学校

都城市立
妻ケ丘中学校

三股町立
三股中学校

都城市立
高崎中学校

都城市立
小松原中学校

都城市立西小学校

都城市立東小学校

都城
少年少女
銃剣道
クラブB
都城
少年少女
銃剣道
クラブ

都城市
少林寺拳法
中学生
選抜

第１９回全国中学生
少林寺
拳法大会

女子団体演武の部

令和７年度全日本少年
少女武道錬成大会
小学生５・６年の部

令和７年度全日本少年
少女武道錬成大会
中学生の部

令和７年度全日本少年
少女武道錬成大会
中学生の部

公益財団
法人全日本
銃剣道連盟

令和7年
8月6日

令和7年
8月6日

令和7年
8月6日

公益財団
法人全日本
銃剣道連盟
公益財団
法人全日本
銃剣道連盟

一般財団法
人少林寺拳
法連盟

令和７年
８月１日～
３日

令和7年度全国中学校
体育大会　

第47回全国中学校
軟式野球大会

小林JVC

小林市立西小林小学校

勝俣　勇星
奥村　皇太
越川　櫂斗
新徳　一太
田中　響樹
宮田　修英
福濵　桜佑
宮原　咲人
飯野　結喜
岩切　琳太郎
柿田　楓和
古庄　琥煌
平西　千真
尼子　竜聖
黒木　鈴斗
白木　陸翔
原　連太
別府　咲
中堂園　隼
馬﨑　凰賀
鳥原　佑士
橋ノ口　琉心
安田　柚稀
橋ノ口　大和
上元　雅斗
上元　瑛斗
指宿　泰駕
大村　蓮音
大原　理玖
長田　理玖
羽藤　瑠威
海汐　曖夢
友清　昇耶
中野　海輝
松浦　虎ノ介
海野　蒼真
森本　成海
高原　仁
甲斐　幸大
福谷　大和
梅原　冴虎
中元　蓮
和田　優大
兒玉　咲徠
戸髙　星恋
松下　碧翔
堤　　金士
加藤　大雅
南脇　新大
園田　和蔵
南脇　花奈
南脇　蓮

園田　壌太郎
園田　旺駕
加藤　駿典
岩元　彩花
安藤　美來
小玉　倖子
渋田　姫彩
道久　風花
柴田　すみれ
福元　花莉菜
立山　ゆい
荒場　詩

かつまた　ゆうせい
おくむら　こうた
こしかわ　かいと
しんとく　いった
たなか　ひびき
みやた　しゅうえい
ふくはま　おうすけ
みやはら　さくと
いいの　ゆうき

いわきり　りんたろう
かきた　ふうわ
ふるしょう　らいき
ひらにし　かずま
あまこ　りゅうせい
くろぎ　りんと
しらき　りくと
はら　れんた
ぺっぷ　さき

なかどうぞの　はやと
ばさき　おうが
とりはら　ゆうし

はしのくち　りゅうしん
やすだ　ゆずき
はしのくち　やまと
かみもと　まさと
かみもと　えいと
いぶすき　たいが
おおむら　れおん
おおはら　りく
ながた　りく
はとう　るい

うみしお　あいむ
ともきよ　しょうや
なかの　かいき

まつうら　とらのすけ
うみの　そうま
もりもと　なるみ
こうはら　じん
かい　こうだい
ふくたに　やまと
うめはら　ことら
なかもと　れん
わだ　ゆうだい
こだま　さくら
とだか　せれん
まつした　あおと
つつみ　きんじ
かとう　たいが
みなみわき　あらた
そのだ　わく

みなみわき　かんな
みなみわき　れん
そのだ　じょうたろう
そのだ　おが

かとう　しゅんすけ

いわもと　あやか
あんどう　みく
こだま　こうこ
しぶた　ひいろ
どうきゅう　ふうか
しばた　すみれ
ふくもと　かりな
たてやま　ゆい
あらば　うた

３年
３年
３年
３年
３年
３年
3年
3年
3年
3年
3年
3年
3年
２年
3年
3年
3年
3年
６年
６年
６年
６年
６年
４年
５年
４年
４年
３年
２年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
2年
2年
2年
2年
2年
2年
2年
1年
１年
１年
３年
３年
２年
１年
１年
２年
６年

６年

３年
３年
１年
３年
２年
１年
３年
３年
３年

令和7年度公益財団法人宮崎県スポーツ協会「スポーツ優秀賞・奨励賞」（小中高生）

No 競技名 チーム名
所属 氏名 ふりがな 学年 大会名 成績 主催団体 大会期間

選手個人 スポーツ競技大会実績

スポーツ優秀賞団体：8団体

１
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陸上
競技

宮崎市立
大淀
中学校

宮崎市立
大淀
中学校

令和7年度九州
中学校体育大会
第47回九州中学校
陸上競技大会　
男子総合

令和7年度九州
中学校体育大会　
第５０回九州中学校
軟式野球競技大会

令和７年度九州
中学校体育大会
第５５回男子九州
中学校柔道競技大会

　男子団体

令和７年度新島旗
第３８回九州中学校
ラグビーフットボール

大会

令和６年度第２６回
九州高等学校
１０人制ラグビー
フットボール大会

令和７年度九州中学
校体育大会　

第２１回九州中学校
空手道競技大会
女子団体組手

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州ラグビー
フットボール
協会

九州ラグビー
フットボール
協会

九州中学校
体育連盟

令和7年
８月８日～
１０日

令和7年
8月３日～
６日

令和７年
８月７日～
９日

令和７年
７月３０日～
８月１日

令和７年
３月１４日～
１６日

令和７年
８月８日～
９日

軟式
野球

柔道

ラグビー
フット
ボール

ラグビー
フット
ボール

空手道 新富町立
富田中学校

新富町立
富田中学校

県立日向
高等学校

県立日向
高等学校

日向市立
富島中学校

日向市立
富島中学校

ミヤザ
キッズ

綾町立
綾中学校

日章学園
中学校

日章学園
中学校

秋月　祐人
加藤　悠成
村上　楓峨
牧野　太一
足立　航太郎
土岐　太河
前田　晴貴
波多野　心宥
大野　翔真
押川　碧斗
田上　颯
宮下　徠駕
安田　陸政
大平　哲生
田上　慶真
溝辺　勇渚
横山　瑠斗
吉永　晴翔
渡辺　陽斗
金井　蓮

安楽　鯉太朗
鶴輪　心平
林　航大
柳田　充輝
溝辺　空来
東　海庵
佐藤　大峨
片山　喜伸道
渡邉　湊
菊地　結心
坂口　日向
三島　大輝
佐藤　政美
木村　朝陽
木浦　櫂綺
佐野　瑛良
園田　航太郎
日髙　啓晶
大和田　悠稀
河野　誠汰
山本　翔稀
中村　圭吾
吉川　遼
甲斐　功健
村矢　晃太郎
飛鳥井　久温
木下　心結
甲斐　瑠晟
渋谷　瑛人
田中　晴真
浜﨑　夢空
髙木　大輔
西田　純也
髙木　大資
鳥原　堅太
松田　純太
鈴木　竜人
林田　大悟
黒木　翔
黒木　一光
神﨑　海誓
吉川　慎之助
菊池　哲平
児玉　悠人
甲斐　大翔
園田　将大
石﨑　響

飛鳥井　奏和
河野　羽空斗
甲斐　海陽
黒木　優汰
牧野　瑞葵
那須　夢夏
井野　彩美花
瀬戸口　きらら
瀬戸口　くらら

あきづき　ゆうと
かとう　ゆうせい
むらかみ　ふうが
まきの　たいち
あだち　こうたろう
どき　たいが
まえだ　はるき
はたの　しゆう
おおの　しょうま
おしかわ　あおと
たのうえ　そう
みやした　らいが
やすだ　りくまさ
おおひら　てっしょう
たがみ　けいま
みぞべ　ゆな
よこやま　るいと
よしなが　はると
わたなべ　はると
かない　れん

あんらく　こいたろう
つるわ　しんぺい
はやし　こうた
やなぎた　みつき
みぞべ　そら
ひがし　みあん
さとう　たいが
かたやま　よしと
わたなべ　みなと
きくち　ゆうしん
さかぐち　ひなた
みしま　だいき
さとう　まさみ
きむら　あさひ
きうら　かいき
さの　あきら

そのだ　こうたろう
ひだか　ひろまさ
おおわだ　ゆうき
かわの　せいた
やまもと　しょうき
なかむら　けいご
きっかわ　りょう
かい　こうけん
むらや　こうたろう
あすかい　くおん
きのした　しゅう
かい　りゅうせい
しぶや　えいと
たなか　はるま
はまさき　ゆうあ
たかき　だいすけ
にしだ　じゅんや
たかき　おおすけ
とりはら　けんた
まつだ　じゅんた
すずき　りゅうと
はやしだ　だいご
くろき　しょう
くろき　いっこう
かんざき　かいせい
きっかわ　しんのすけ
きくち　てっぺい
こだま　ゆうと
かい　まさき

そのだ　まさひろ
いしざき　ひびき
あすかい　そうわ
かわの　はくと
かい　みはる
くろき　ゆうた
まきの　みずき
なす　ゆめか
いの　あみか
せとぐち　きらら
せとぐち　くらら

３年
３年
３年
３年
３年
２年
１年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
２年
２年
２年
２年
２年
２年
３年
２年
２年
２年
１年
１年
１年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
２年
２年
２年
２年
２年
２年
２年
２年
２年
２年
２年
２年
２年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
３年
２年
３年
２年
３年
２年
２年
３年
２年
２年
２年
２年

スポーツ奨励賞団体：６団体

１

３

６

５

４

２

No 競技名 チーム名
所属 氏名 ふりがな 学年 大会名 成績 主催団体 大会期間

選手個人 スポーツ競技大会実績
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陸上競技

ローイング

自転車

自転車

相撲

柔道

相撲

レスリング

レスリング

レスリング

レスリング

体操
（トランポリン）

ウエイト
リフティング

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

武術太極拳

ゴルフ

少林寺
拳法

ソフトテニス

ソフトテニス

空手道

空手道

空手道

空手道

カヌー

カヌー

カヌー

ウエイト
リフティング

体操
（トランポリン）

日向市立
日向中学校

日向市立
日向中学校
新富町立

富田中学校

県立宮崎農業
高等学校

高千穂町立
高千穂小学校

県立宮崎農業
高等学校

日本体育大学

延岡市立
伊形小学校
日章学園
中学校

県立日向
高等学校
県立日向
高等学校

県立佐土原
高等学校

県立佐土原
高等学校

県立延岡工業
高等学校

県立延岡星雲
高等学校
県立富島
高等学校
県立富島
高等学校
県立富島
高等学校
福岡市立

名島小学校
宮崎市立

潮見小学校
宮崎市立

潮見小学校
宮崎市立

赤江小学校
県立宮崎工業

高等学校
県立宮崎商業

高等学校
宮崎市立

宮崎中学校
三股町立

三股中学校
宮崎日本大学

中学校
県立宮崎大宮

高等学校

尽誠学園
高等学校

宮崎市立
大宮中学校
高原町立

高原小学校
県立宮崎工業

高等学校
県立宮崎工業

高等学校
県立宮崎工業

高等学校
宮崎市立

東大宮中学校
宮崎市立

大塚中学校
宮崎市立

大塚中学校

県立宮崎工業
高等学校

県立宮崎工業
高等学校

県立宮崎工業
高等学校

新富漕艇クラブ

トランポリンみやざき

TEN
トランポリンクラブ

宮崎ブルーライオンズ
レスリングクラブ

県立宮崎農業
高等学校

県立宮崎農業
高等学校

U１８九州
ブロック選抜
U１８九州

ブロック選抜
U１８九州

ブロック選抜
U１８九州

ブロック選抜
U１８九州

ブロック選抜
U１８九州

ブロック選抜

県立宮崎工業
高等学校

県立宮崎大宮
高等学校

日章学園
高等学校

日章学園
高等学校

少林寺拳法三股
スポーツ少年団

ひなたカヌー
スプリント

ひなたカヌー
スプリント

九州
ブロック選抜

九州
ブロック選抜

九州
ブロック選抜

県立都城商業
高等学校
延岡市立

東海中学校

高千穂
相撲クラブ

延岡相撲道場

心道会

夢道場

夢道場

心道会

日章学園クラブ

宮崎ジュニアクラブ

宮崎ジュニアクラブ

前田　結茉
中名主　昇

後藤　蒼之郎
有村　颯眞

小城　尽ノ輔
服部　舜太

竹下　煌之介
長友　玲雄

内之倉　悠希
木佐貫　煌葵

谷　恒輝

中村　圭汰
川﨑　康平
毛利　涼介

堀　瑠琉華

髙本　雄大
三浦　凰雅
甲斐　大翔

吉川　慎之助
松浦　康生
後藤　桔平
新名　陸人
兒玉　爽

堀口　陽凪
宮本　心夏

バレンタイン　ジェナ
橋口　雅久
荒木　理愛
荒木　萊愛
川畑　天輝
日髙　響

村橋　百香
籾木　吟巴
柴田　聖矢
富松　勇真
嶋原　誓哉

長﨑　煌心

まえだ　ゆま

なかみょうず　しょう

ごとう　そうしろう

ありむら　そうま

こじょう　じんのすけ

はっとり　しゅんた

たけした　こうのすけ

ながとも　れお

うちのくら　はるき

きさぬき　こうき

たに　こうき

なかむら　けいた

かわさき　こうへい

もうり　りょうすけ

ほり　るるか

たかもと　ゆうだい

みうら　こうが

かい　まさき

きっかわ　しんのすけ

まつうら　こうせい

ごとう　きっぺい

にいな　りくと

こだま　そう

ほりぐち　はな

みやもと　こなつ

ばれんたいんじぇな

はしぐち　がく

あらき　りあ

あらき　らん

かわばた　はるき

ひだか　ひびき

むらはし　ももか

もみき　おとは

しばた　せいや

とみまつ　ゆうま

しまばら　せいや

ながさき　こうしん

３年

３年

３年

５年

３年

２年

2年

１年

３年

３年

２年

２年

１年

１年

６年

４年

3年

３年

３年

３年

３年

３年

３年

３年

２年

２年

２年

６年

１年

５年

２年

1年

2年

３年

３年

１年

３年

第２位
第３位
第１位
第３位
第３位
第３位
第３位
第３位
第２位
第３位
第３位
第２位
第２位
第３位
第３位
第１位
第１位
第１位
第2位
第１位
第１位
第１位
第１位
第１位
第１位
第１位
第１位
第１位
第１位
第３位
第２位
第３位
第３位
第1位
第３位

第３位

第１位
第１位
第３位

第１９回U１６陸上競技大会
女子ジャベリックスロー

第４５回全日本中学選手権大会
男子シングルスカル

第１１回全日本トランポリン競技
ジュニア選手権大会　中学生男子

第１１回全日本トランポリン競技
ジュニア選手権大会小学生高学年男子

令和７年度JOCジュニアオリンピック 全日本ジュニア
レスリング選手権大会U１７グレコローマン４８㎏級
令和７年度JOCジュニアオリンピック 全日本ジュニア
レスリング選手権大会　U１７グレコローマン９２㎏級
令和７年度JOCジュニアオリンピック 全日本ジュニア
レスリング選手権大会U１７グレコローマン４５㎏級

令和７年度沼尻杯第５１回  全国中学生レスリング
選手権大会 グレコローマンスタイル　３８㎏級

第３９回全国中学生ウエイトリフティング
選手権大会 男子８１㎏級　トータル
第３９回全国中学生ウエイトリフティング
選手権大会　男子６７㎏級　トータル

第６０回全国都道府県対抗自転車
競技大会　男子Bケイリン

第６０回全国都道府県対抗自転車競技大会
　男子４㎞チーム・パーシュート

第６０回全国都道府県対抗自転車競技大会
　男子４㎞チーム・パーシュート

第７０回全日本インドアソフトテニス
選手権大会

第１９回ソフトテニスジュニア
ジャパンカップ　ダブルス男子U17
第１１回全国女子相撲選抜ひめじ大会　
小学６年生の部　５０㎏以上６０㎏未満級
第２８回全日本小学生女子相撲大会　
６年生の部　５０㎏以上６０㎏未満級
第40回わんぱく相撲全国大会

4年生の部
令和7年度全国中学校体育大会第56回

全国中学校柔道大会男子個人９０㎏超級
KOBELCO CUP２０２５第２１回全国高等
学校合同チームラグビーフットボール大会
KOBELCO CUP２０２５第２１回全国高等
学校合同チームラグビーフットボール大会
KOBELCO CUP２０２５第２１回全国高等
学校合同チームラグビーフットボール大会
KOBELCO CUP２０２５第２１回全国高等
学校合同チームラグビーフットボール大会
KOBELCO CUP２０２５第２１回全国高等
学校合同チームラグビーフットボール大会
KOBELCO CUP２０２５第２１回全国高等
学校合同チームラグビーフットボール大会
KOBELCO CUP２０２５第15回全国高等
学校合同チームラグビーフットボール大会
KOBELCO CUP２０２５第15回全国高等
学校合同チームラグビーフットボール大会
KOBELCO CUP２０２５第15回全国高等
学校合同チームラグビーフットボール大会

第４回全日本少年少女空手道選抜大会
小学１年男子個人組手

第４回全日本少年少女空手道選抜大会
小学５年女子個人組手

第２５回全日本少年少女空手道選手権大会　
小学１年女子個人組手

第２５回全日本少年少女空手道選手権大会
小学５年男子個人組手

２０２５カヌースプリント日本代表選手選考会
U16男子カナディアンシングル１０００ｍ

２０２５カヌースプリント日本代表選手選考会
U16女子カヤックシングル１０００ｍ

第４２回全日本武術太極拳選手権大会
男子ジュニア太極拳２の部

日本ジュニアゴルフ選手権競技
男子１５～１７歳の部

令和６年度全国高等学校ゴルフ選手権春季大会
　文部科学大臣楯争奪　第４５回個人の部

令和７年度全国中学生カヌースプリント選手権
大会　中２特女子カヤックシングル５００ｍ

第１９回全国中学生少林寺拳法大会
男子組演武の部

公益財団法人日本
陸上競技連盟

令和7年
10月19日

令和７年
７月２５日～２７日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
４月２６日～２７日

令和７年
４月２６日～２７日

令和７年
４月２６日～２７日

令和７年
５月４日～５日

令和7年
7月21日

令和7年
7月20日

令和7年
10月7日

令和7年
10月7日

令和7年
2月2日

令和６年
１１月２２日～２５日

令和7年
6月15日

令和7年
10月12日

令和7年
8月10日

令和7年
8月22日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和6年
７月３１日～８月３日

令和6年
７月３１日～８月３日

令和７年
２月１４日～１６日

令和７年
２月１４日～１６日

令和７年
８月２１日～２４日

令和７年
８月２１日～２４日

令和７年
３月２６日～２９日

令和７年
３月２６日～２９日

令和７年
７月２４日～２７日

令和７年
８月１日～３日

令和７年
７月１１日～１３日

令和７年
３月１９日～２０日

令和７年
８月２０日～２２日

公益財団法人日本
ローイング協会
公益財団法人
日本体操協会
公益財団法人
日本体操協会
公益財団法人

日本レスリング協会
公益財団法人

日本レスリング協会
公益財団法人

日本レスリング協会
公益財団法人

日本レスリング協会
公益社団法人日本

ウエイトリフティング協会
公益社団法人日本

ウエイトリフティング協会

公益財団法人日本
自転車競技連盟

公益財団法人日本
自転車競技連盟

公益財団法人日本
ソフトテニス連盟

公益社団法人日本ラグビー
フットボール協会

公益社団法人日本ラグビー
フットボール協会

公益社団法人日本ラグビー
フットボール協会

公益社団法人日本ラグビー
フットボール協会

公益社団法人日本ラグビー
フットボール協会

公益社団法人日本ラグビー
フットボール協会

公益社団法人日本ラグビー
フットボール協会

公益社団法人日本ラグビー
フットボール協会

公益社団法人日本ラグビー
フットボール協会

公益財団法人
全日本空手道連盟

公益財団法人
全日本空手道連盟

公益財団法人
全日本空手道連盟

公益財団法人
全日本空手道連盟

公益財団法人日本
カヌー連盟

公益財団法人日本
カヌー連盟

公益財団法人日本
カヌー連盟

一般財団法人少林寺拳
法連盟

公益社団法人日本
武術太極拳連盟

一般社団法人日本高等学
校・中学校ゴルフ連盟

公益財団法人日本ゴルフ協会・一
般社団法人日本高等学校・中学

校ゴルフ連盟

公益財団法人日本
ソフトテニス連盟

公益財団法人日本
相撲連盟

公益財団法人日本
相撲連盟

日本中学校体育連盟

日本女子相撲連盟

スポーツ優秀賞：個人37名

No 競技名 チーム名
所属 氏名 ふりがな 学年 大会名 順位 主催団体 大会期間

選手個人 スポーツ競技大会実績

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

36



陸上競技

陸上競技

陸上競技

陸上競技

陸上競技

陸上競技

水泳
（競泳）

武術
太極拳

武術
太極拳

武術
太極拳

武術
太極拳

武術
太極拳

ゴルフ

小林市立
小林中学校

宮崎市立
生目中学校

延岡市立
東海中学校

延岡市立
東海中学校

延岡市立
東海中学校

延岡市立
東海中学校

宮崎市立
赤江中学校

小林市立
小林中学校

宮崎市立
生目中学校

延岡市立
東海中学校

延岡市立
東海中学校

延岡市立
東海中学校

延岡市立
東海中学校

宮崎市立
赤江中学校

HIMUKA
カンフークラブ

都農町立
都農南小学校

都農町立
都農南小学校

宮崎市立
江平小学校

HIMUKA
カンフークラブ

HIMUKA
カンフークラブ

HIMUKA
カンフークラブ

新富町立
富田小学校

新富町立
富田小学校

HIMUKA
カンフークラブ

日章学園
中学校

日章学園
中学校

今別府　琥一

堀内　結実

寿崎　結菜

村上　星凛

河野　ひかり

日髙　愛沙

古屋敷　優有

庄司　叶翔

黒木　琉生

松田　倫太朗

髙山　華音

肝付　優翔

黒津　心音

いまべっぷ　こういち

ほりうち　ゆみ

すざき　ゆな

むらかみ　あかり

かわの　ひかり

ひだか　あいさ

ふるやしき　ゆあ

しょうじ　かなう

くろぎ　るい

まつだ　りんたろう

たかやま　かのん

きもつき　ゆうと

くろつ　ここね

３年

２年

２年

２年

１年

１年

２年

6年

6年

４年

３年

２年

3年

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

日本武術
太極拳大会
九州・沖縄
ブロック

日本武術
太極拳大会
九州・沖縄
ブロック

日本武術
太極拳大会
九州・沖縄
ブロック

日本武術
太極拳大会
九州・沖縄
ブロック
日本武術
太極拳大会
九州・沖縄
ブロック

九州
ゴルフ連盟

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月4日～6日

令和7年
11月2日

令和7年
11月2日

令和7年
11月2日

令和7年
11月2日

令和7年
11月2日

令和７年
７月２４日
～２５日

令和７年度九州中学校体育大会
第４６回九州中学校陸上競技大会

共通男子棒高跳

令和７年度九州中学校体育大会
第４６回九州中学校陸上競技大会

女子低学年８０ｍH　

令和７年度九州中学校体育大会
第４６回九州中学校陸上競技大会　

低学年女子４×１００ｍＲ

令和７年度九州中学校体育大会
第４６回九州中学校陸上競技大会　

低学年女子４×１００ｍＲ

令和７年度九州中学校体育大会
第４６回九州中学校陸上競技大会　

低学年女子４×１００ｍＲ

令和７年度九州中学校体育大会
第４６回九州中学校陸上競技大会　

低学年女子４×１００ｍＲ

令和７年度九州中学校体育大会
第５３回九州中学校水泳競技大

背泳ぎ１００ｍ

令和７年度九州中学校体育大会
第５３回九州中学校水泳競技大

背泳ぎ2００ｍ

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会

長拳B・男子

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会
長拳B長器械・男子　

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会
長拳B短器械・男子　

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会

南拳B・男子

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会

南刀B・男子

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会

南棍B・男子

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会
初級短器械・男子

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会
初級長器械・男子

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会
初級長器械・女子

第１７回九州・沖縄ブロック
ジュニア武術太極拳大会
パンダ長拳・男子

第４４回九州ジュニア
ゴルフ選手権競技
１２～１４歳女子の部

スポーツ奨励賞：個人13名

No 競技名 チーム名
所属 氏名 ふりがな 学年 大会名 成績 主催団体 大会期間

選手個人 スポーツ競技大会実績

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

37



陸上競技

サッカー

ローイング

バレーボール

バレーボール

レスリング

レスリング

自転車

ソフトテニス

ソフトテニス

軟式野球

相撲

相撲

柔道

体操
（トランポリン）

体操
（トランポリン）

ウエイト
リフティング

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

ラグビー
フットボール

カヌー

空手道

空手道

銃剣道

少林寺
拳法

武術太極拳

ゴルフ

第２位

第２位

第３位
第３位
第２位
第１位
第３位
第３位
第３位
第３位
第３位
第２位
第３位
第３位
第２位
第３位

第３位

第３位
第１位
第１位
第１位
第2位
第2位
第１位
第１位
第１位
第１位
第１位
第３位
第１位
第３位
第３位
第２位
第２位
第３位
第２位
第１位
第３位
第１位
第１位

第３位

河原　清美
福島　将太
永德　智彦
原田　望夢
阿部　和義
東　和仁

嶋内　茂史
後藤　祐基
上谷　克己

柴田　慎吾

長友　辰雄

内之倉　太純

大庭　伸也

山口　龍史
諏訪　鴻輝
花田　秀男
松尾　慎也

堀　慎太郎

岸本　武
田中　秀幸
香川　純子
黒木　隆平
坂口　憲史
飛髙　浩司
平坂　怜磨
大原　勇三
村田　優之

西内　重夫

渡邊　誠一

園田　浩臣
南脇　章吾
加藤　久幸

小玉　将臣

野田　敦志

長﨑　慎太郎

かわはら　きよみ

ふくしま　しょうた

えいとく　ともひこ

はらだ　のぞむ

あべ　かずよし

ひがし　かずひと

しまうち　しげふみ

ごとう　ゆうき

うえたに　かつき

しばた　しんご

ながとも　たつお　

うちのくら　たかよし

おおば　しんや

やまぐち　りゅうじ

すわ　こうき

はなだ　ひでお

まつお　しんや

ほり　しんたろう

きしもと　たけし

たなか　ひでゆき

かがわ　じゅんこ

くろき　りゅうへい

さかぐち　けんじ

ひだか　こうじ

ひらさか　りょうま

おおはら　ゆうぞう

むらた　まさゆき

にしうち　しげお

わたなべ　せいいち

そのだ　ひろおみ

みなみわき　しょうご

かとう　ひさゆき

こだま　まさおみ

のだ　あつし

ながさき　しんたろう

日向市立日向中学校

宮崎ジュニアクラブ

宮崎ブルーライオンズ
レスリングクラブ

日章学園中学校

新富漕艇クラブ

小林JVC

日章学園高等学校

トランポリンみやざき

TENトランポリンクラブ

県立宮崎工業
高等学校

県立宮崎農業
高等学校

県立都城商業高等学校
延岡市立東海中学校

（現宮崎大学教育学部附属中学校）

（延岡市立東海中学校）

尚学館中学校

高千穂相撲クラブ

延岡相撲道場

日章学園クラブ

県立富島高等学校

県立日向高等学校

県立佐土原高等学校

県立延岡工業高等学校

県立延岡星雲高等学校

ひなたカヌースプリント

心道会

夢道場

都城少年少女銃剣道クラブA

都城少年少女銃剣道クラブB

都城少年少女銃剣道クラブ

宮崎市太極拳協会

少林寺拳法三股
スポーツ少年団

第１９回U１６陸上競技大会女子ジャベリックスロー

第４５回全日本中学選手権大会
男子シングルスカル

第４５回全日本バレーボール
学生大会全国大会　男子の部

第６０回全国都道府県対抗自転車
競技大会　男子Bケイリン

第６０回全国都道府県対抗自転車
競技大会　男子４㎞チーム・パーシュート

第７０回全日本インドアソフトテニス選手権大会

第１９回ソフトテニス ジュニア
ジャパンカップ ダブルス男子U17

全日本ビーチバレーボール
高等学校選手権大会　男子の部
第１１回全日本トランポリン競技

ジュニア選手権大会　中学生男子
第１１回全日本トランポリン競技

ジュニア選手権大会　小学生高学年男子
令和７年度JOCジュニアオリンピック全日本ジュニア

レスリング選手権大会U１７　グレコローマン４８㎏級
令和７年度JOCジュニアオリンピック 全日本ジュニア
レスリング選手権大会 U１７ グレコローマン９２㎏級
令和７年度JOCジュニアオリンピック 全日本ジュニア
レスリング選手権大会 U１７ グレコローマン４５㎏級
令和７年度沼尻杯第５１回全国中学生レスリング
選手権大会　グレコローマンスタイル　３８㎏級
第３９回全国中学生ウエイトリフティング
選手権大会　男子８１㎏級　トータル

令和7年度全国中学校体育大会
第47回全国中学校軟式野球大会

第１１回全国女子相撲選抜ひめじ大会
小学６年生の部　５０㎏以上６０㎏未満級
第２８回全日本小学生女子相撲大会　
６年生の部　５０㎏以上６０㎏未満級

第40回わんぱく相撲全国大会4年生の部

令和7年度全国中学校体育大会　第56回全国
中学校柔道大会　男子個人９０㎏超級

令和7年度全国中学校体育大会　第56回全国
中学校柔道大会　男子個人９０㎏超級

KOBELCO　CUP２０２５第１５回全国高等学校
合同チームラグビーフットボール大会

KOBELCO　CUP２０２５第２１回全国高等学校
合同チームラグビーフットボール大会

KOBELCO　CUP２０２５第２１回全国高等学校
合同チームラグビーフットボール大会

KOBELCO　CUP２０２５第２１回全国高等学校
合同チームラグビーフットボール大会

KOBELCO　CUP２０２５第２１回全国高等学校
合同チームラグビーフットボール大会

令和７年度全国中学生カヌースプリント選手権大会
中２特　女子カヤックシングル５００ｍ

第４回全日本少年少女空手道選抜大会
小学１年男子個人組手

第２５回全日本少年少女空手道選手権大会
小学５年男子個人組手

第４回全日本少年少女空手道選抜大会
小学５年女子個人組手

第２５回全日本少年少女空手道選手権大会
小学１年女子個人組手

令和７年度全日本少年少女武道錬成大会
中学生の部

令和７年度全日本少年少女武道錬成大会
中学生の部

令和７年度全日本少年少女武道錬成大会
小学生５・６年の部

第１９回全国中学生少林寺拳法大会
女子団体演武の部

第１９回全国中学生少林寺拳法大会
男子組演武の部

第４２回全日本武術太極拳選手権大会
男子ジュニア太極拳２の部

令和６年度全国高等学校ゴルフ選手権春季大会
文部科学大臣楯争奪　第４５回個人の部

日本ジュニアゴルフ選手権競技
男子１５～１７歳の部

第３９回全国中学生ウエイトリフティング
選手権大会　男子６７㎏級　トータル

令和７年度全国中学校体育大
第５６回全国中学校サッカー大会

公益財団法人日本
陸上競技連盟

公益財団法人日本
ローイング協会

公益財団法人日本
バレーボール協会

公益財団法人日本
バレーボール協会

公益財団法人日本
体操協会 

公益財団法人日本
体操協会 

公益財団法人日本
レスリング協会

公益財団法人日本
レスリング協会

公益財団法人日本
レスリング協会

公益財団法人日本
レスリング協会

公益社団法人日本ウ
エイトリフティング協会

公益社団法人日本
ラグビーフットボール協会

公益社団法人日本
ラグビーフットボール協会

公益社団法人日本
ラグビーフットボール協会

公益社団法人日本
ラグビーフットボール協会

公益社団法人日本
ラグビーフットボール協会

公益財団法人
日本カヌー連盟
公益財団法人

全日本空手道連盟
公益財団法人

全日本空手道連盟
公益財団法人

全日本空手道連盟
公益財団法人

全日本空手道連盟
公益財団法人

全日本銃剣道連盟
公益財団法人

全日本銃剣道連盟
公益財団法人

全日本銃剣道連盟

一般財団法人
少林寺拳法連盟

公益社団法人
日本武術太極拳連盟

一般社団法人日本高等
学校・中学校ゴルフ連盟
公益財団法人日本ゴルフ協会・一般社団
法人日本高等学校・中学校ゴルフ連盟

公益社団法人日本ウ
エイトリフティング協会

公益財団法人
日本自転車競技連盟

公益財団法人日本
ソフトテニス連盟

公益財団法人日本
ソフトテニス連盟

日本中学校体育連盟

日本中学校体育連盟

日本中学校体育連盟

日本女子相撲連盟

公益財団法人
日本相撲連盟
公益財団法人
日本相撲連盟

日本中学校
体育連盟

令和7年10月19日

令和７年
８月１７日～２２日

令和７年
７月２５日～２７日

令和７年
８月４日～７日

令和７年
８月７日～１０日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
４月２６日～２７日

令和７年
４月２６日～２７日

令和７年
４月２６日～２７日

令和６年
１１月２２日～２５日

令和６年
１１月２２日～２５日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月３１日～８月３日

令和７年
７月２４日～２７日

令和７年
２月１４日～１６日

令和７年
８月２１日～２４日

令和７年
２月１４日～１６日

令和７年
８月２１日～２４日

令和７年
８月１日～３日

令和７年
７月１１日～１３日

令和７年
３月１９日～２０日

令和７年
８月２０日～２２日

令和7年
8月18日～21日

令和７年
５月４日～５日

令和7年7月21日

令和7年7月20日

令和7年10月7日

令和7年2月2日

令和7年6月15日

令和7年10月12日

令和7年8月10日

令和7年8月22日

令和7年8月22日

令和7年8月6日

令和7年8月6日

令和7年8月6日

スポーツ優秀賞：指導者35名

No 競技名 チーム名
氏名 ふりがな 大会名 成績 主催団体 大会期間

選手個人 スポーツ競技大会実績

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

38



陸上競技

陸上競技

陸上競技

陸上競技

河野　真和

國丸　泰司

内山　輝俊

松濱　幹

村田　真太郎

中本　慎一

打田　幸介

福山　凜

大束　正彦

鶴田　正利

鶴田　強

原田　将司

野村　年秋

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

第１位

かわの　まさかず

くにまる　やすし

うちやま　てるとし

まつはま　みき

むらた　しんたろう

なかもと　しんいち

うちだ　こうすけ

ふくやま　りん

おおつか　まさひこ

つるた　まさとし

つるた　つよし

はらだ　まさし

のむら　としあき

水泳
（競泳）

宮崎市立
大淀中学校

令和7年度九州中学校体育大会
第47回九州中学校陸上競技大会

男子総合
令和７年度九州中学校体育大会
第４６回九州中学校陸上競技大会

共通男子棒高跳
令和７年度九州中学校体育大会
第４６回九州中学校陸上競技大会

女子低学年８０ｍH

令和７年度九州中学校体育大会
第５３回九州中学校水泳競技大会

背泳ぎ１００ｍ
令和７年度九州中学校体育大会
第５３回九州中学校水泳競技大会

背泳ぎ２００ｍ

令和７年度九州中学校体育大会
第５５回男子九州中学校柔道競技大会

男子団体

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会　長拳B・男子

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会　長拳B長器械・男子

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会長拳B短器械・男子

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会　南拳B・男子

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会　南刀B・男子

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会　南棍B・男子

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会　初級短器械・男子

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会　初級長器械・男子

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会　初級長器械・女子

第１７回九州・沖縄ブロックジュニア武術
太極拳大会　パンダ長拳・男子

第４４回九州ジュニアゴルフ選手権競技
　１２～１４歳女子の部

令和7年度九州中学校体育大会
第５０回九州中学校
軟式野球競技大会

令和７年度九州中学校体育大会
第２１回九州中学校
空手道競技大会

令和７年度九州中学校体育大会
第４６回九州中学校陸上競技大会

低学年女子４×１００ｍＲ

小林市立
小林中学校

宮崎市立
生目中学校

延岡市立
東海中学校

西日本
スイミングクラブ

日章学園中学校

ミヤザキッズ

新富町立富田中学校
新富和道会

HIMUKA
カンフークラブ

武術
太極拳

軟式
野球

柔道

空手道

ゴルフ

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州中学校
体育連盟

九州ゴルフ
連盟

日本武術太極
拳大会九州・
沖縄ブロック

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月７日～９日

令和７年
７月２４日～２５日

令和７年
８月８日～１０日

令和７年
８月４日～６日

令和7年
8月３日～６日

令和７年
８月８日～９日

令和7年
11月2日

スポーツ奨励賞：指導者13名

１

２

３

４

５

７

８

９

６

No 競技名 チーム名
氏名 ふりがな 大会名 成績 主催団体 大会期間

選手個人 スポーツ競技大会実績

10

11

13

12
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稲冨　あき子 南園　芳雄
ヴィラル木花サッカークラブ

スポーツ少年団
(宮崎市)

瓜生野バレーボール
スポーツ少年団
(宮崎市)

後藤　賢次 岩佐　美基
北川ジュニア

バレーボールクラブ
(延岡市)

清武剣道清滝館
スポーツ少年団
(宮崎市)

日本スポーツ少年団指導者顕彰表彰状 ２名
宮崎県スポーツ少年団功労賞（個人） ２名

日本スポーツ少年団・宮崎県スポーツ少年団
指導者・単位団表彰

日本スポーツ少年団・宮崎県スポーツ少年団
指導者・単位団表彰

日本スポーツ少年団・宮崎県スポーツ少年団
指導者・単位団表彰

　令和７年度日本スポーツ少年団指導者表彰、宮崎県スポーツ少年団指導者・単位団表彰については、多年にわたり
本県スポーツ少年団の発展に寄与され、その功績の顕著な方または団体に贈られます。

　令和７年度日本スポーツ少年団指導者表彰、宮崎県スポーツ少年団指導者・単位団表彰については、多年にわたり
本県スポーツ少年団の発展に寄与され、その功績の顕著な方または団体に贈られます。

日本スポーツ少年団指導者顕彰表彰状

宮崎県スポーツ少年団功労賞（個人）表彰
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公益財団法人 宮崎県スポーツ協会
倫理・コンプライアンス委員会

委員長　 永友　郁子

『ＮＯ！スポハラに向けた
                       　本県の取組』

スポーツ界における暴力行為等の根絶に向けた取組

　当委員会では、「法令だけでなく、社会的な規範や倫理観に違反することがないよう、活動にお

ける問題点の検討、啓発活動」に関する活動を行っており、「事故防止」「暑熱対策」「会計指導」

「動画・投稿」「受動喫煙防止」「ＮＯスポハラ運動」の分野に渡り、主に各競技団体への通知文の

作成や、チラシ作成等の周知活動を行っております。

　特に、日本スポーツ協会に設置されている、スポーツにおける暴力・暴言・ハラスメント等の不適切

行為に関する相談窓口に寄せられた相談件数は2024年度、536件と過去最多を更新しており（日

本スポーツ協会ホームページ）、「ＮＯスポハラ」運動に関しては、本件においても取り組みが必要な

喫緊の課題です。

　当協会においても、インスタグラム、ホームページによる啓発活動だけでなく、運動部活動指導者

登録のための講義動画をホームページで視聴できるようにしたり、コンプライアンス研修を実施した

りするなどして、取組を継続しています。

　ハラスメント対策に関しては、これら啓発活動による防止に加え、相談窓口の周知及び相談対応

の明確化が必要不可欠です。

　現時点では、当協会のホームページにリンクが掲載されている、日本スポーツ協会の「ＮＯ！スポハ

ラ」ページにおいて、「不適切行為への対応」として、各競技団体の相談窓口の案内が掲載される

方法により、当事者への案内がなされておりますが、当事者やその保護者等に対し、相談窓口をよ

り分かりやすく周知し、速やかに相談ができるようなさらなる体制を整える必要があると考えます。

　近年では「暴力」の相談よりも、身体的な接触を伴わず、不適切行為かどうかを判断するのがよ

り難しい「暴言」や「ハラスメント」に関する相談が多く寄せられる傾向となっており（日本スポーツ協

会ホームページ）、相談自体を躊躇する当事者もいることが予測されますが、被害を最小とするため

にも、気軽に相談できる体制づくりを目指し、活動を続けたいと考えております。
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令和7年度　事業報告

Ⅰ　総　括
 公益法人としてより一層の組織体制全般及び事務、事業
の推進を図り、加盟団体との連携体制の適正化や事務事業
の効率化、競技力向上やタレント発掘事業、スポーツ医・
科学事業や地域スポーツ振興事業等、各事業の推進におい
て一定の成果を上げることができた。

⑴ 会議、委員会、研修会
・定例理事会を３回、臨時理事会を３回開催した。
・定時評議員会を６月に 1 回開催した。
・評議員選定委員会を１回開催した。
・ 専門委員会として、総務委員会、財務委員会を３回開催し、

企画委員会、強化・育成委員会を３回普及委員会・表彰
委員会を３回開催し、倫理・コンプライアンス委員会を
２回、臨時倫理コンプライアンス委員会を１回開催した。

・４月に加盟団体事務事業説明会を開催した。
⑵　自主財源確保事業
・ 賛助会員募集　法人・企業・団体会員：１４２件（前年比同）

個人会員：４９件（前年比－２件）
・協賛広告募集２０件（前年比同）
・オリジナルシャツ販売１，５４２着（前年比＋４着）
・Sports for all 推進費付き自動販売機５台（前年比同）

１　競技力向上事業
　２０２７年国民スポーツ大会を見据えた競技力の向上を
図るため、関係機関団体と連携しながら、現状分析、事業
等の検証と改善、本会、組織運営の強化、指導者の育成等
に取り組み、県民の理解、支援拡大に取り組んだ結果、各
事業で下記のとおりの成果を上げることができた。

⑴　宮崎国スポ強化戦略プロジェクト
①　国スポ選手強化プロジェクト

・ 選手強化費…４１競技団体に事業費の一部を補助し競
技力向上に努めた。

・ トップチーム活用支援…２２競技団体に事業費の一部
を補助し競技力向上に努めた。

・ 個人強化指定選手支援…１１競技団体の１４名を個人
強化選手に指定し支援した。

②　女性アスリート等活動支援プロジェクト
・ ネクストアスリート強化指定選手支援…国スポ入賞が

期待される選手１１競技２５名を指定し支援した。
・ スポーツ環境支援事業…女性アスリートや指導者９競

技２０名を指定し支援したほか女性特有の健康課題に
対する医療費を１７団体２５名に補助した。

③ 　ターゲットエイジ選手確保・強化プロジェクトター
ゲットエイジ強化のために３８団体を指定するととも
に、４競技２０名を特別強化指定選手として支援した。

④ 　大学、社会人スポーツ支援プロジェクト…６競技１３
チームを指定し支援した。

⑤ 　ふるさと選手活動支援プロジェクト…ふるさと選手を
活用し強化を図る２２団体２２６名を指定し支援した。

⑵　コンディショニングサポート事業
・ メンタルコーチ等派遣事業…選手の力を発揮させるた

めに１０団体を支援した。
・ パフォーマンスサポート事業…選手のパフォーマンス

向上のために、２６団体に４４名のトレーナーを派遣
したほか、７団体に栄養士を派遣した。

⑶　チームみやざき強化アドバイザー招へい事業
　 　高い指導力と経験を有する３３競技４９種目７２名の

指導者を指定し競技力向上に努めた。
⑷ 　宮崎ワールドアスリートプロジェクト事業
　 　世界や全国の舞台で活躍できるトップアスリートの育

成を目指して、中１から中３まで８１名のアスリート生
を対象に、月２回の育成プログラムや専門化を図るため
のパスウェイプログラムを実施した。

　 　また、第９期アスリート生オーディションや本事業修
了者３名に対して活動費の一部を補助した。

⑸ 　加盟団体組織整備事業…加盟団体の活動及び組織の発
展のために補助金を交付した。

⑹ 　競技力向上推進員確保事業…２０２７国民スポーツ大
会に向けた競技力向上のために１９競技４２名を採用し

た。
⑺　強化推進事業
・ チームみやざきミーティングを２回、緊急ミーティング

を１回開催し、競技団体の現状分析、２０２７国スポに
向けた強化策等を協議した。

・ 国民スポーツ大会強化指定証を４１競技団体１８７０名
に交付した。

⑻　その他
・海外派遣選手等支援事業…６競技３０名を支援した。
・ 国民スポーツ大会リハーサル大会派遣事業…２競技団体

を支援した。

２　国民スポーツ大会派遣事業
 　帯同コーチ、ドクター、トレーナーの確保を図り、その
派遣等を通して試合環境の整備を推進することができた。

⑴ 　九州ブロック大会派遣
・ 前期競技：５月から７月にかけて、長崎県を中心に開催

された１１競技に選手、役員等１４５名を派遣した結果、
９競技で２１の代表権を獲得した。

・ 後期競技：８月に長崎県で開催された２１競技に選手、
役員等７０５名を派遣した結果、１５競技で２３の代表
権を獲得した。ブロック大会全体を通して、本県は２４
競技で４４の代表権を獲得した。

・ 冬季大会：１２月に福岡県で開催された１競技に選手、
役員等６２名を派遣し、アイスホッケー競技が代表権を
獲得した。

⑵　国民スポーツ大会派遣
・ 本大会：９月から１０月に滋賀県を中心に開催された大

会に、３４の競技で選手・役員等５５２名を派遣した結
果、９競技１０種別・種目の団体、１１競技６０種目の
個人が入賞し天皇杯順位３１位という成績であった。

・ 冬季大会：１月、２月に青森県開催の３競技に選手、役
員等７７名を派遣した。

⑶　コーチ派遣
・ 九州ブロック大会に１０７名、国民スポーツ大会に８５

名、冬季大会に２名を派遣し選手の指導・調整に努めた。
⑷　ドクター、トレーナー派遣
・ 競技団体所属のトレーナーを九州ブロック大会に２２名、

国民スポーツ大会に２０名派遣し選手のスポーツ障害等
への対応に務めた。また、本部役員付のトレーナーにつ
いては、九州ブロック大会冬季大会に１名、国民スポー
ツ大会に７名、冬季大会に４名が帯同した。ドクターに
ついては、国民スポーツ大会に４名が帯同し、怪我等の
対応にあたった。

３　みやざき県民総合スポーツ祭事業
 　今年度から総合開会式を廃止し、競技別開始式として大
会を開催した。大会は県内７市１０町６１会場で５月から
１０月の間、５４競技に１０，２２４名が参加して盛大に
開催された。

４　スポーツ指導者養成事業
 　公認スポーツ指導者の活用、活躍に向けて、公認スポー
ツ者資格の啓発、指導者の資質向上に取り組み地域のス
ポーツ指導者の取組を支援することができた。

⑴　宮崎県スポーツ指導者協議会
・ 理事会を 6 月と１月の２回開催（２月については紙面開

催）し、年間の予算や計画、公認スポーツ指導者表彰等
について審議した。

⑵　公認スポーツ指導者表彰
・ 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰を５名が受

賞した。
⑶ スポーツ指導者研修会・総会
・ ２月７日 ( 土 ) にＪＡ・ＡＺＭホールで開催し、２９０

名が参加した。
　講義：「人はなぜ、ハラスメントをするのか」
　講師　 宮嶋泰子　氏（一般社団法人カルティベータ代表

理事）
　講義：「スポーツ指導における法的問題」
　講師　合田雄治郎　氏（合田綜合法律事務所代表弁護士）

⑷　全国スポーツ指導者全国研修会及び連絡会議

・ 研修会は１１月２２日に開催されオンラインで 2 名、連
絡会議は３月 7 日に 1 名参加した。

⑸　スポーツ指導者協議会機関誌 ｢躍動みやざき｣
・第１４号を１２月に県内公認指導者対象に発行した。

５　地域スポーツ振興事業
 　競技の普及、競技力の向上、スポーツに対する県民の意
識向上のため、加盟団体、報道機関、行政等と連携して、
関係事業を推進することができた。

⑴ 生涯スポーツ普及活動支援事業
・ 総合型地域スポーツクラブ５クラブ、生涯スポーツ加盟

団体１団体に支援した。
⑵　加盟団体組織整備補助
・ 国スポ競技団体以外の１４競技団体と３学校体育団体

１５市郡体育・スポーツ協会に補助金を交付した。
⑶ 第１５回宮崎チャレンジマッチ
・ ６月２９日に宮崎市総合体育館において２回目となるハ

ンドボール競技を開催した。男子は宮崎選抜と駿台甲府
高等学校、女子は宮崎選抜と神戸星城高等学校が対戦し、
本県選抜は男女とも準優勝であった。

⑷　名義後援、共催
・ 加盟団体等の事業、大会後援：７５件、大会の共催：２

件

６　スポーツ医・科学事業
 　本県のスポーツ振興と競技力向上及び選手の健康管理を
図るため、医・科学的な研究をとおして関係事業を推進す
ることができた。

⑴　スポーツ医 ･ 科学委員会
・ ２回の会議を開催し、本年度の事業計画等について協議

することができた。
⑵　ドーピング防止研修会
・ ９月と１月の国スポ結団壮行式で監督、選手等を対象に

して２回実施した。
⑶　大会派遣に係る健康相談
・ 国スポに合わせ、県の電算システムを用い問診票をもと

に実施した。
⑷　メディカルチェック
・ １１月３０日（日）、次年度の国スポ候補選手（陸上、フェ

ンシング、水球、ウエイトリフティング、ホッケー、バ
ドミントン、パラスポーツ）の７競技６９名を対象に実
施した。

・報告会を、２月中旬から競技団体ごとに実施した。
⑸　アスレティックトレーナー（AT）養成講習会
・ ４名の受講で６月から５回実施し、２０２７宮崎国スポ・

障スポに向けて養成を行った。
⑹　日本スポーツ協会講習会派遣
・ 日本スポーツ協会公認ドクター養成講習会に５名、日本

スポーツ協会公認アスレティックトレーナー養成講習会
に２名を推薦した。

７　スポーツ顕彰事業
 　昨年度に見直した表彰規定をもとに、表彰の推薦及び表
彰事務を適正、円滑に行った。

⑴　スポーツ功労賞、優秀賞、奨励賞、推進賞
・２団体と個人３０名を表彰した。
⑵　スポーツ優秀賞、奨励賞（小中高生対象）
・ １４団体、延べ１９０名の選手、５０名の指導者を表彰

した。
⑶　国民スポーツ大会賞
・９団体と選手７３名、指導者６６名を表彰した。

８　スポーツ少年団事業
 　団員減少、指導者の資質向上、学校及び地域のスポーツ
団体との連携など課題解決に組織全体で取り組んだ。今年
度の登録団数は６５７団、登録団員は１２，１６７名（前
年度６６１団、１２，１１３名）、登録指導者は１，３３４
名（前年度１，２９０名）で団数は少し減少しているが、
団員と指導者は増加している。

⑴ 　宮崎県中央大会：１５競技すべて実施し２，７２９名の
団員が参加した。

⑵　九州ブロック競技別交流大会
・本県から４競技に参加した。
⑶　日本スポーツ少年団及び宮崎県スポーツ少年団顕彰
・それぞれ個人２名を表彰した。
⑷　スタートコーチ養成講習会
・ １０月と１１月に対面形式で２回開催し、２１９名が終

了した。また、１月に３回目を開催し７０名が参加した。
⑸　リーダー育成事業
・ ８月３０日 ( 土 ) ～３１日 ( 日 ) に青島青少年自然の家

において、リーダー会、育成指導者、看護師、参加者総
計３１名で実施した。

⑹　リーダー会活動
・ ６月に青島青少年自然の家で開催を予定していたが、参

加人数が揃わず中止した。
⑺　全国スポーツ少年大会
・今年度は不参加であった。
⑻　九州ブロックスポーツ少年団リーダー研究大会
・ １０月に佐賀県で開催され、指導者１名、県リーダー会

５名が参加した。
⑼　母集団育成研修会､ ブロック別研修会､ リーダー研修会
・ 母集団育成事業を３市町で実施予定。ブロック別研修会

を３ブロックで開催した。
・初級ジュニア・リーダー研修会は２市町で実施した。
⑽　九州ブロックスポーツ少年団連絡協議会
・ 今年度は本県が事務局となり、４月と１１月に２日間の

予定で開催した。１月にも３回目を開催した。

９　総合型地域スポーツクラブ事業
⑴　総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
・ 県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会役員会・理事会・

総会を２回開催し、各部会を３回開催し、ＪＳＰＯ登録
クラブ間の連携及びクラブの活性化を図った。

⑵　市町村及びクラブ実地調査、ヒアリング
・ 県内２６市町村と３２のクラブを訪問してヒアリングを

実施した他、新規立ち上げを進めている団体のヒアリン
グを行った。また、登録更新のための審査会を１回実施
した。

⑶　資格取得支援
・ アシスタントマネジャー資格取得のために、１クラブ１

名に資格取得費の一部を補助した。
⑷　ひなたスポーツフェスタ
・ １２月６日 ( 土 ) に、宮崎県総合型地域スポーツクラブ

連絡協議会が中心となってひなた木の花ドームにて開催
し、宮崎市を中心に３９４名が参加して、ニュースポー
ツを中心とした生涯スポーツプログラムを提供するとと
もに、県内の総合型地域スポーツクラブの認知度向上に
努めた。

10　広報及び記録収集、活用事業
 　本会、加盟団体及び本県スポーツに対する認識向上のた
めに、ＳＮＳの活用などあらゆる機会を利用して情報の発
信に努めた。

⑴ 広報
・ 広報機関誌「宮崎スポ協第２２５号」を３月末に県内関

係機関に１，８００部発行した。
・ Ｈ Ｐ 運 用 に 関 し て、 月 平 均 １ ２，３ ９ １ 件（ 昨 年 度

１０，１０５件）のアクセス数があり、昨年度より関心が
高まっている。

・ 国民スポーツ大会や本会に関わる会議、事業等の様子を
即時に情報発信できるようインスタグラムの活用に努め
るとともに、ＨＰ上に国民スポーツ大会等の申込専用
ページをリンクさせ、利便性の向上に努めた。

⑵　記録収集、活用
・ 本会、加盟団体の事業、活動記録及び本県スポーツ情報

を収集・管理し、ＨＰ等を通して県民に提供した。
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令和7年度　事業報告

Ⅰ　総　括
 公益法人としてより一層の組織体制全般及び事務、事業
の推進を図り、加盟団体との連携体制の適正化や事務事業
の効率化、競技力向上やタレント発掘事業、スポーツ医・
科学事業や地域スポーツ振興事業等、各事業の推進におい
て一定の成果を上げることができた。

⑴ 会議、委員会、研修会
・定例理事会を３回、臨時理事会を３回開催した。
・定時評議員会を６月に 1 回開催した。
・評議員選定委員会を１回開催した。
・ 専門委員会として、総務委員会、財務委員会を３回開催し、

企画委員会、強化・育成委員会を３回普及委員会・表彰
委員会を３回開催し、倫理・コンプライアンス委員会を
２回、臨時倫理コンプライアンス委員会を１回開催した。

・４月に加盟団体事務事業説明会を開催した。
⑵　自主財源確保事業
・ 賛助会員募集　法人・企業・団体会員：１４２件（前年比同）

個人会員：４９件（前年比－２件）
・協賛広告募集２０件（前年比同）
・オリジナルシャツ販売１，５４２着（前年比＋４着）
・Sports for all 推進費付き自動販売機５台（前年比同）

１　競技力向上事業
　２０２７年国民スポーツ大会を見据えた競技力の向上を
図るため、関係機関団体と連携しながら、現状分析、事業
等の検証と改善、本会、組織運営の強化、指導者の育成等
に取り組み、県民の理解、支援拡大に取り組んだ結果、各
事業で下記のとおりの成果を上げることができた。

⑴　宮崎国スポ強化戦略プロジェクト
①　国スポ選手強化プロジェクト

・ 選手強化費…４１競技団体に事業費の一部を補助し競
技力向上に努めた。

・ トップチーム活用支援…２２競技団体に事業費の一部
を補助し競技力向上に努めた。

・ 個人強化指定選手支援…１１競技団体の１４名を個人
強化選手に指定し支援した。

②　女性アスリート等活動支援プロジェクト
・ ネクストアスリート強化指定選手支援…国スポ入賞が

期待される選手１１競技２５名を指定し支援した。
・ スポーツ環境支援事業…女性アスリートや指導者９競

技２０名を指定し支援したほか女性特有の健康課題に
対する医療費を１７団体２５名に補助した。

③ 　ターゲットエイジ選手確保・強化プロジェクトター
ゲットエイジ強化のために３８団体を指定するととも
に、４競技２０名を特別強化指定選手として支援した。

④ 　大学、社会人スポーツ支援プロジェクト…６競技１３
チームを指定し支援した。

⑤ 　ふるさと選手活動支援プロジェクト…ふるさと選手を
活用し強化を図る２２団体２２６名を指定し支援した。

⑵　コンディショニングサポート事業
・ メンタルコーチ等派遣事業…選手の力を発揮させるた

めに１０団体を支援した。
・ パフォーマンスサポート事業…選手のパフォーマンス

向上のために、２６団体に４４名のトレーナーを派遣
したほか、７団体に栄養士を派遣した。

⑶　チームみやざき強化アドバイザー招へい事業
　 　高い指導力と経験を有する３３競技４９種目７２名の

指導者を指定し競技力向上に努めた。
⑷ 　宮崎ワールドアスリートプロジェクト事業
　 　世界や全国の舞台で活躍できるトップアスリートの育

成を目指して、中１から中３まで８１名のアスリート生
を対象に、月２回の育成プログラムや専門化を図るため
のパスウェイプログラムを実施した。

　 　また、第９期アスリート生オーディションや本事業修
了者３名に対して活動費の一部を補助した。

⑸ 　加盟団体組織整備事業…加盟団体の活動及び組織の発
展のために補助金を交付した。

⑹ 　競技力向上推進員確保事業…２０２７国民スポーツ大
会に向けた競技力向上のために１９競技４２名を採用し

た。
⑺　強化推進事業
・ チームみやざきミーティングを２回、緊急ミーティング

を１回開催し、競技団体の現状分析、２０２７国スポに
向けた強化策等を協議した。

・ 国民スポーツ大会強化指定証を４１競技団体１８７０名
に交付した。

⑻　その他
・海外派遣選手等支援事業…６競技３０名を支援した。
・ 国民スポーツ大会リハーサル大会派遣事業…２競技団体

を支援した。

２　国民スポーツ大会派遣事業
 　帯同コーチ、ドクター、トレーナーの確保を図り、その
派遣等を通して試合環境の整備を推進することができた。

⑴ 　九州ブロック大会派遣
・ 前期競技：５月から７月にかけて、長崎県を中心に開催

された１１競技に選手、役員等１４５名を派遣した結果、
９競技で２１の代表権を獲得した。

・ 後期競技：８月に長崎県で開催された２１競技に選手、
役員等７０５名を派遣した結果、１５競技で２３の代表
権を獲得した。ブロック大会全体を通して、本県は２４
競技で４４の代表権を獲得した。

・ 冬季大会：１２月に福岡県で開催された１競技に選手、
役員等６２名を派遣し、アイスホッケー競技が代表権を
獲得した。

⑵　国民スポーツ大会派遣
・ 本大会：９月から１０月に滋賀県を中心に開催された大

会に、３４の競技で選手・役員等５５２名を派遣した結
果、９競技１０種別・種目の団体、１１競技６０種目の
個人が入賞し天皇杯順位３１位という成績であった。

・ 冬季大会：１月、２月に青森県開催の３競技に選手、役
員等７７名を派遣した。

⑶　コーチ派遣
・ 九州ブロック大会に１０７名、国民スポーツ大会に８５

名、冬季大会に２名を派遣し選手の指導・調整に努めた。
⑷　ドクター、トレーナー派遣
・ 競技団体所属のトレーナーを九州ブロック大会に２２名、

国民スポーツ大会に２０名派遣し選手のスポーツ障害等
への対応に務めた。また、本部役員付のトレーナーにつ
いては、九州ブロック大会冬季大会に１名、国民スポー
ツ大会に７名、冬季大会に４名が帯同した。ドクターに
ついては、国民スポーツ大会に４名が帯同し、怪我等の
対応にあたった。

３　みやざき県民総合スポーツ祭事業
 　今年度から総合開会式を廃止し、競技別開始式として大
会を開催した。大会は県内７市１０町６１会場で５月から
１０月の間、５４競技に１０，２２４名が参加して盛大に
開催された。

４　スポーツ指導者養成事業
 　公認スポーツ指導者の活用、活躍に向けて、公認スポー
ツ者資格の啓発、指導者の資質向上に取り組み地域のス
ポーツ指導者の取組を支援することができた。

⑴　宮崎県スポーツ指導者協議会
・ 理事会を 6 月と１月の２回開催（２月については紙面開

催）し、年間の予算や計画、公認スポーツ指導者表彰等
について審議した。

⑵　公認スポーツ指導者表彰
・ 日本スポーツ協会公認スポーツ指導者等表彰を５名が受

賞した。
⑶ スポーツ指導者研修会・総会
・ ２月７日 ( 土 ) にＪＡ・ＡＺＭホールで開催し、２９０

名が参加した。
　講義：「人はなぜ、ハラスメントをするのか」
　講師　 宮嶋泰子　氏（一般社団法人カルティベータ代表

理事）
　講義：「スポーツ指導における法的問題」
　講師　合田雄治郎　氏（合田綜合法律事務所代表弁護士）

⑷　全国スポーツ指導者全国研修会及び連絡会議

・ 研修会は１１月２２日に開催されオンラインで 2 名、連
絡会議は３月 7 日に 1 名参加した。

⑸　スポーツ指導者協議会機関誌 ｢躍動みやざき｣
・第１４号を１２月に県内公認指導者対象に発行した。

５　地域スポーツ振興事業
 　競技の普及、競技力の向上、スポーツに対する県民の意
識向上のため、加盟団体、報道機関、行政等と連携して、
関係事業を推進することができた。

⑴ 生涯スポーツ普及活動支援事業
・ 総合型地域スポーツクラブ５クラブ、生涯スポーツ加盟

団体１団体に支援した。
⑵　加盟団体組織整備補助
・ 国スポ競技団体以外の１４競技団体と３学校体育団体

１５市郡体育・スポーツ協会に補助金を交付した。
⑶ 第１５回宮崎チャレンジマッチ
・ ６月２９日に宮崎市総合体育館において２回目となるハ

ンドボール競技を開催した。男子は宮崎選抜と駿台甲府
高等学校、女子は宮崎選抜と神戸星城高等学校が対戦し、
本県選抜は男女とも準優勝であった。

⑷　名義後援、共催
・ 加盟団体等の事業、大会後援：７５件、大会の共催：２

件

６　スポーツ医・科学事業
 　本県のスポーツ振興と競技力向上及び選手の健康管理を
図るため、医・科学的な研究をとおして関係事業を推進す
ることができた。

⑴　スポーツ医 ･ 科学委員会
・ ２回の会議を開催し、本年度の事業計画等について協議

することができた。
⑵　ドーピング防止研修会
・ ９月と１月の国スポ結団壮行式で監督、選手等を対象に

して２回実施した。
⑶　大会派遣に係る健康相談
・ 国スポに合わせ、県の電算システムを用い問診票をもと

に実施した。
⑷　メディカルチェック
・ １１月３０日（日）、次年度の国スポ候補選手（陸上、フェ

ンシング、水球、ウエイトリフティング、ホッケー、バ
ドミントン、パラスポーツ）の７競技６９名を対象に実
施した。

・報告会を、２月中旬から競技団体ごとに実施した。
⑸　アスレティックトレーナー（AT）養成講習会
・ ４名の受講で６月から５回実施し、２０２７宮崎国スポ・

障スポに向けて養成を行った。
⑹　日本スポーツ協会講習会派遣
・ 日本スポーツ協会公認ドクター養成講習会に５名、日本

スポーツ協会公認アスレティックトレーナー養成講習会
に２名を推薦した。

７　スポーツ顕彰事業
 　昨年度に見直した表彰規定をもとに、表彰の推薦及び表
彰事務を適正、円滑に行った。

⑴　スポーツ功労賞、優秀賞、奨励賞、推進賞
・２団体と個人３０名を表彰した。
⑵　スポーツ優秀賞、奨励賞（小中高生対象）
・ １４団体、延べ１９０名の選手、５０名の指導者を表彰

した。
⑶　国民スポーツ大会賞
・９団体と選手７３名、指導者６６名を表彰した。

８　スポーツ少年団事業
 　団員減少、指導者の資質向上、学校及び地域のスポーツ
団体との連携など課題解決に組織全体で取り組んだ。今年
度の登録団数は６５７団、登録団員は１２，１６７名（前
年度６６１団、１２，１１３名）、登録指導者は１，３３４
名（前年度１，２９０名）で団数は少し減少しているが、
団員と指導者は増加している。

⑴ 　宮崎県中央大会：１５競技すべて実施し２，７２９名の
団員が参加した。

⑵　九州ブロック競技別交流大会
・本県から４競技に参加した。
⑶　日本スポーツ少年団及び宮崎県スポーツ少年団顕彰
・それぞれ個人２名を表彰した。
⑷　スタートコーチ養成講習会
・ １０月と１１月に対面形式で２回開催し、２１９名が終

了した。また、１月に３回目を開催し７０名が参加した。
⑸　リーダー育成事業
・ ８月３０日 ( 土 ) ～３１日 ( 日 ) に青島青少年自然の家

において、リーダー会、育成指導者、看護師、参加者総
計３１名で実施した。

⑹　リーダー会活動
・ ６月に青島青少年自然の家で開催を予定していたが、参

加人数が揃わず中止した。
⑺　全国スポーツ少年大会
・今年度は不参加であった。
⑻　九州ブロックスポーツ少年団リーダー研究大会
・ １０月に佐賀県で開催され、指導者１名、県リーダー会

５名が参加した。
⑼　母集団育成研修会､ ブロック別研修会､ リーダー研修会
・ 母集団育成事業を３市町で実施予定。ブロック別研修会

を３ブロックで開催した。
・初級ジュニア・リーダー研修会は２市町で実施した。
⑽　九州ブロックスポーツ少年団連絡協議会
・ 今年度は本県が事務局となり、４月と１１月に２日間の

予定で開催した。１月にも３回目を開催した。

９　総合型地域スポーツクラブ事業
⑴　総合型地域スポーツクラブ連絡協議会
・ 県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会役員会・理事会・

総会を２回開催し、各部会を３回開催し、ＪＳＰＯ登録
クラブ間の連携及びクラブの活性化を図った。

⑵　市町村及びクラブ実地調査、ヒアリング
・ 県内２６市町村と３２のクラブを訪問してヒアリングを

実施した他、新規立ち上げを進めている団体のヒアリン
グを行った。また、登録更新のための審査会を１回実施
した。

⑶　資格取得支援
・ アシスタントマネジャー資格取得のために、１クラブ１

名に資格取得費の一部を補助した。
⑷　ひなたスポーツフェスタ
・ １２月６日 ( 土 ) に、宮崎県総合型地域スポーツクラブ

連絡協議会が中心となってひなた木の花ドームにて開催
し、宮崎市を中心に３９４名が参加して、ニュースポー
ツを中心とした生涯スポーツプログラムを提供するとと
もに、県内の総合型地域スポーツクラブの認知度向上に
努めた。

10　広報及び記録収集、活用事業
 　本会、加盟団体及び本県スポーツに対する認識向上のた
めに、ＳＮＳの活用などあらゆる機会を利用して情報の発
信に努めた。

⑴ 広報
・ 広報機関誌「宮崎スポ協第２２５号」を３月末に県内関

係機関に１，８００部発行した。
・ Ｈ Ｐ 運 用 に 関 し て、 月 平 均 １ ２，３ ９ １ 件（ 昨 年 度

１０，１０５件）のアクセス数があり、昨年度より関心が
高まっている。

・ 国民スポーツ大会や本会に関わる会議、事業等の様子を
即時に情報発信できるようインスタグラムの活用に努め
るとともに、ＨＰ上に国民スポーツ大会等の申込専用
ページをリンクさせ、利便性の向上に努めた。

⑵　記録収集、活用
・ 本会、加盟団体の事業、活動記録及び本県スポーツ情報

を収集・管理し、ＨＰ等を通して県民に提供した。

43



令和7年度　公益財団法人宮崎県スポーツ協会役員
区　分 氏　　名 所属・団体及び役職名 区　分 氏　　名 所属・団体及び役職名

理事長(代表理事) 黒 木 淳一郎 宮崎県立美術館長 評 議 員 桑 原 勇 夫 県ライフル射撃協会

副 会 長 ( 理 事 ) 橋 口 光 雄 宮崎経済同友会代表幹事 〃 松 岡 敏 美 県ボクシング連盟

副 会 長 ( 理 事 ) 吉 田 建 世 一般社団法人延岡市スポーツ協会副会長 〃 杉 田 藤 一 県銃剣道連盟

副 会 長 ( 理 事 ) 串 間 敦 郎 一般財団法人宮崎陸上競技協会理事長 〃 永 田 崚 県フェンシング協会

副 会 長 ( 理 事 ) 田 村 司 宮崎県ハンドボール協会副会長 〃 那 須 司 県ローイング協会

副 会 長 ( 理 事 ) 永 友 郁 子 弁護士法人衞藤法律特許事務所弁護士 〃 小 畑 明 県アーチェリー協会

専 務 理 事 藤 本 格 公益財団法人宮崎県スポーツ協会 〃 平 島 昇 県セーリング連盟

理 事 金 川 敏 洋 宮崎県総合型地域スポーツクラブ連絡協議会会長 〃 杉 本 敏 文 県ホッケー協会

〃 羽 島 康 浩 宮崎県スポーツ推進委員協議会理事 〃 上 村 高 広 一般社団法人宮崎県空手道連盟

〃 小 嶋 忠 史 宮崎県スポーツ少年団本部長 〃 久 保 貴 嗣 県スケート連盟

〃 鳥 越 眞 也 株式会社宮崎日日新聞社運動部長 〃 佐 澤 勲 県スキー連盟

〃 田 島 卓 也 宮崎県スポーツ医・科学委員会委員 〃 佐 々 木 逸 夫 県なぎなた連盟

〃 山 尾 典 子 宮崎県高等学校体育連盟会長 〃 平 原 嘉一郎 県カヌー協会

〃 河 野 敏 史 宮崎県スポーツ指導者協議会会長 〃 原 口 宏 史 県ボウリング連盟

〃 石 田 喜 克 宮崎県ラグビーフットボール協会会長 〃 須 川 智 弘 県少林寺拳法連盟

〃 河 野 明 浩 宮崎県テニス協会監査 〃 県四半的弓道連盟

〃 中 村 義 浩 宮崎県サーフィン連盟顧問 〃 稲 留 ハツ子 県ゲートボール協会

〃 水 島 千江子 一般財団法人宮崎県水泳連盟理事長 〃 図 師 文 明 県アイスホッケー連盟

〃 松 山 泰 之 宮崎県レスリング協会理事 〃 窪 田 ひとみ 県ミニバレーボール協会

〃 西 内 重 夫 一般社団法人宮崎県空手道連盟副会長 〃 菊 池 政 雄 県グラウンド・ゴルフ協会

〃 植 松 義 文 宮崎県ウエイトリフティング協会理事長 〃 髙 木 良 典 県武術太極拳連盟

〃 押 方 修 公益財団法人宮崎市スポーツ協会副会長 〃 田 畑 博 之 県ゴルフ協会

〃 永 友 正 章 児湯郡スポーツ協会副会長 〃 菊 地 昌 平 県トライアスロン連合

〃 黒 木 稔 えびの市役所社会教育課課長補佐 〃 福 田 紀 行 県綱引連盟

〃 鈴 木 友 重 串間市バレーボール協会会長 〃 宮 川 泰 也 県ミニテニス協会

〃 谷 口 行 孝 宮崎県中学校体育連盟会長 〃 大 重 陽 一 県パークゴルフ協会連合会

〃 津 曲 章 子 株式会社宮崎観光ホテル取締役 〃 黒 木 テル子 県エアロビック連盟

〃 奥 松 美恵子 一般社団法人日本パラ陸上競技連盟理事 〃 上 野 佐登子 県ダンススポーツ連盟

〃 久 保 真由美 宮崎県立日向高等学校教諭 〃 宅 間 俊 明 県スポーツウエルネス吹矢協会

〃 山 口 奈 美 宮崎大学医学部学部講師 〃 松 元 正 宏 公益財団法人宮崎市スポーツ協会

監 事 杉　 村 　廣　一 公益財団法人宮崎市スポーツ協会専務理事 〃 保 田 篤 則 一般社団法人延岡市スポーツ協会

〃 抜 屋 博 基 元宮崎県県立学校事務長会会長 〃 郡 山 武 弘 一般財団法人都城市スポーツ協会

評 議 員 湯 前 英 則 一般財団法人宮崎陸上競技協会 〃 早 田 秀 穂 日南市スポーツ協会

〃 上 杉 尚 史 一般財団法人宮崎県水泳連盟 〃 栗 巣 野 弘 小林市スポーツ協会

〃 相 星 正 人 県バレーボール協会 〃 黒 木 智 美 日向市スポーツ協会

〃 染 矢 儀 傅 会協ツーポス市間串浩留岡〃盟連球野式軟県

〃 當 瀬 純 一 県ソフトテニス連盟 〃 中 井 宏 至 西都市スポーツ協会

〃 坂 元 憲 一 〃会協球卓県 源 嶋 茂 保 えびの市スポーツ協会

〃 重 信 和 行 会協ツーポス郡湯児繁本岩〃盟連道弓県

〃 松 岡 眞 史 県ラグビーフットボール協会 〃 坂 本 泰 雄 西臼杵郡スポーツ協会

〃 土 屋 英 樹 一般社団法人宮崎県サッカー協会 〃 梅 田 祐 助 東臼杵郡スポーツ協会

〃 有 吉 剛 信 一般社団法人宮崎県バスケットボール協会 〃 桑 畑 則 幸 北諸県郡体育協会

〃 矢 野 賢 悟 〃盟連道柔県 田 上 則 昭 西諸県郡スポーツ協会

〃 粟 田 嘉 朗 〃盟連道剣県 小 川 勝 博 東諸県郡スポーツ協会

〃盟連撲相県茂﨑木柚〃 有 水 浩 智 県高等学校体育連盟

〃会協操体県士郷原老海〃 兒 玉 正 剛 県高等学校野球連盟

〃 渡 邉 政 彦 〃盟連術馬県 前 田 浩 司 県中学校体育連盟

〃 日 髙 誠 紀 〃会協撃射ーレク県 長 尾 岳 彦 県小学校体育連盟

〃 新 原 祐 治 県山岳・スポーツクライミング連盟 〃 内 村 仁 子 県レクリエーション協会

〃 松 田 和 広 県ソフトボール協会 〃 齋 藤 孝 二 県障がい者スポーツ協会

〃 松 岡 弘 高 県バドミントン協会 〃 帖 佐 悦 男 県スポーツ医・科学委員会

〃 前 﨑 真 一 朗一真口出〃会協スニテ県 公益財団法人宮崎県スポーツ施設協会

〃 横 山 尚 県ウエイトリフティング協会 〃 布 施 慶太郎 公益財団法人宮崎県観光協会

〃 末 廣 芳 文 県ハンドボール協会 〃 興 梠 晃 県スポーツ推進委員協議会

〃 西 田 和 広 一般社団法人宮崎県自転車競技連盟

〃 藤 野 寿 県レスリング協会
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大塚製薬株式会社宮崎出張所

大淀開発株式会社

村田株式会社

北一株式会社

有限会社郡山板金工業所

Ⅱ　個人会員　(４９会員）

秋田義久 植松義文 鎌田伸次 木宮浩二 菅 薫 寺園圀順 原口宏史 宮田育俊

朝比奈 紀行 尾形洋子 上江田 安博 財津 長 巣立勝弘 得能 剛 古川康二 森 隆茂

新木るり 押川尚生 川﨑重雄 斎藤重保 谷口行孝 長友寧雄 古木克浩 米丸 麻貴生

入倉俊一 甲斐藤昭 川添健一 坂口和隆 田村 司 中村嫁苗 松本守人 若林繁幸

岩切正義 鹿島 庄一郎 河野 順 佐多裕之 黒葛原 朱美 中村正親 三浦哲也

上杉聡視 片山真貴 川本　忠 重信和行 水迫 勇 橋田和実 丹生進一

他　匿名３会員

Ⅲ　「Sportｓ　for　all」推進費付き自動販売機設置　(５台)　

株式会社九南

合資会社小川屋

有限会社磁

グランデ大島

※本会は、税制上の「特定公益増進法人」に該当しますので、寄付金控除の優遇措置を受けることができます。

　本会の賛助会員として御入会を賜り、事業推進にご協力いただいております個人・団体・企業の皆様方の御芳名を掲載し、謹んで謝意を表
しますとともに、２０２７年に開催予定の第８１回国民スポーツ大会並びに第２６回全国障害者スポーツ大会成功のため、引き続きご支援を
賜りますようお願い申し上げます。

株式会社Ｋａｒｉｙ 株式会社宮崎山形屋

株式会社共立電機製作所 神崎建設工業株式会社

株式会社明光社

株式会社ＡＶＣ放送開発

株式会社夕刊デイリー新聞社株式会社ＭＲＴアド

株式会社ヨシダや

株式会社ＡＡＯ

株式会社メイトーテック

学校法人旭進学園宮崎第一中学・高等学校 株式会社宮崎日日新聞社

学校法人順正学園九州医療科学大学

旭化成株式会社延岡支社

旭建設株式会社

株式会社ＪＴＢ宮崎支店

一般財団法人宮崎陸上競技協会

株式会社坂下組

株式会社志多組

公益財団法人宮崎県スポーツ施設協会

公益社団法人宮崎県柔道整復師会

株式会社デンサン新館

株式会社児湯食鳥

公益財団法人宮崎県観光協会

株式会社興電舎 清本鐵工株式会社

株式会社幸和 霧島酒造株式会社

株式会社コム光成

他　匿名５会員

有限会社マイルストーン

社会医療法人慶明会おび中央病院

弁護士法人衞藤法律特許事務所

フェニックスリゾート株式会社

延岡信用金庫

田中印刷有限会社

宮銀ビジネスサービス株式会社

株式会社デンサン

株式会社黒木本店 キューキ工業株式会社

みやざき観光バス株式会社

宮崎ケーブルテレビ株式会社

宮崎ガス株式会社

宮崎トヨタ自動車株式会社

宮崎空港ビル株式会社

宮銀保証株式会社

ＭＬＴ株式会社 株式会社宮交シティ

株式会社宮崎放送

宮崎県なぎなた連盟

宮崎県馬術連盟

宮崎県バレーボール協会

宮崎県柔道連盟

宮崎県銃剣道連盟

宮崎県高等学校野球連盟

宮崎県グラウンド・ゴルフ協会

宮崎県弓道連盟

宮崎交通株式会社

宮崎県レスリング協会

宮崎県ラグビーフットボール協会

宮崎県ライフル射撃協会

有限会社橋本商会

有限会社創和

有限会社かわにしスポーツ

宮崎県ゲートボール協会

宮崎県高等学校体育連盟

宮崎液化ガス株式会社

宮銀リース株式会社

宮銀ベンチャーキャピタル株式会社

高鍋信用金庫

協同紙工株式会社

株式会社ほっかほか亭宮崎地区支部

宮崎県中学校体育連盟

アイワ工業株式会社

（令和８年２月末現在　敬称略）

株式会社テレビ宮崎

一般財団法人宮崎県水泳連盟

有限会社いろは企画

米良電機産業株式会社

民宿美波

宮崎ヤクルト販売株式会社

宮崎ひむかライオンズクラブ

宮崎日産自動車株式会社

宮崎第一信用金庫

宮崎紙工印刷株式会社

宮崎酸素株式会社

名鉄観光サービス(株)宮崎支店

学校法人宮崎総合学院　宮崎県青島青少年自然の家 株式会社宮崎ツアーサービス

株式会社宮崎銀行

株式会社宮﨑新生社印刷

Ｍスポーツ整形外科クリニック 株式会社宮崎観光ホテル

株式会社ＫＵＲＯＫＩ商事

株式会社エムアールティ・ミック

１　法人・企業・団体会員　（１４５会員）

「私たちは宮崎のスポーツを応援します」
《ご協力ありがとうございます》

宮崎県パチンコ・パチスロ協同組合

宮崎県ホテル旅館生活衛生同業組合

宮崎県ボクシング連盟

宮崎県ボウリング連盟

宮崎県ハンドボール協会

宮崎県武術太極拳連盟

一般社団法人宮崎県バスケットボール協会

株式会社ニューウェルシティー宮崎

医療法人建悠会吉田病院

株式会社ヒロマエＡＺ

一般社団法人宮崎県サッカー協会

株式会社ニチワ

株式会社セキュリティサービス

一般財団法人みやぎん経済研究所

大星電機株式会社

宮銀デジタルソリューションズ株式会社

宮銀カード株式会社

南日本酪農協同株式会社

ＪＴＢ協定旅館ホテル連盟宮崎支部

旭化成株式会社延岡支社

バドミントンショップIBS 株式会社デンサン本館

株式会社タカヒラ　ＳＰＯＲＴＳ ＳＨＯＰ タカヒラ

興和商事株式会社

第一ビル管理株式会社

東武トップツアーズ株式会社宮崎支店

野﨑漬物株式会社

南九州ソイル株式会社

宮崎県スケート連盟

宮崎県ソフトボール協会

宮崎県卓球協会

株式会社プレナス

藤屋印刷株式会社

宮崎県スイミングクラブ協議会

宮崎カーフェリー株式会社

雲海酒造株式会社

株式会社ホテルマリックス江坂設備工業株式会社

ＳＩＳビジョン株式会社 株式会社南日本ネットワーク

学校法人宮崎総合学院 株式会社宮崎太陽銀行
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番地

宮崎のアスリートを応援します

感動を紡ぐ広告代理店感動を紡ぐ広告代理店
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宮 崎 本 社・工 場
東 京 支 店
大 阪 支 店
福 岡 支 店

〒880-2215  宮崎県宮崎市高岡町高浜 1495 番地 55
〒143-0012  東京都大田区大森東四丁目 19 番 7 号 共立東京本店ビル
〒553-0001  大阪府大阪市福島区海老江五丁目 1 番 1 号 さくら野田ビル 4F
〒814-0032  福岡県福岡市早良区小田部一丁目 10 番 25 号 共立福岡ビル

 TEL.0985-65-6700　FAX.0985-65-6701
https：//www.fk-led.com

 TEL.0985-72-7880　FAX.0985-72-7881
https：//www.kyouritsu-denki.com

確かな技術で社会に貢献する共立企業グループ

今まで以上をつくる
受変電設備は、共立電機製作所にお任せください

■ 株式会社 共立電機製作所

■ 株式会社 共立電照

受変電設備　麻布台ヒルズ、国立競技場をはじめ国内海外27,000件以上の納入実績（500KVA以上）

業界トップクラスのカスタム受変電設備
お客様目線の柔軟・迅速な対応で、設計・製造からアフター
サービスまで一貫した体制による全部門でサポートします。

営業部門 設計部門（電気設計・構造設計） 製造部門（板金加工／曲げ・溶接・塗装）
配線部門 （主回路・制御・組立）　検査部門　運輸部門　アフターサービス部門
東京支店、大阪支店、福岡支店　

東京ミッドタウン日比谷東京ミッドタウン日比谷 JR宮交ツインビルJR宮交ツインビル 熊本都市計画桜町地区第一種市街地再開発事業熊本都市計画桜町地区第一種市街地再開発事業 芦屋ベイコート倶楽部 ホテル＆スパリゾート芦屋ベイコート倶楽部 ホテル＆スパリゾート

JR宮交ツインビル　街路灯照明JR宮交ツインビル　街路灯照明

本社・工場
所在地：宮崎市高岡町高浜1495番地55
　　　（宮崎ハイテク工業団地）
床面積：25,021.95㎡

弊社植物工場「808MERA」
共立電照の植物専用LED照明・制御システムを利用した、お客様の環境に合わせた植物工場プラントシステムのこ提案を
しております。お気軽にお問合せください

LED照明 全国300,000灯の納入実績

主要納入実績

● 閉鎖型配電盤　● キュービクル式受配電盤　● 高圧受配電盤　● 自立開放型受配電盤　● 高圧コンデンサー盤　● 電灯・動力分電盤　● 動力制御盤

● 消防庁認定 非常電源専用受電設備　● 太陽光発電設備

● 道路灯　● 街路灯　● 防犯灯　● 投光器　● トンネル灯　● 高天井灯　● スポーツ施設照明　● ライトアップ

● DALI照明システム　● デジタルサイネージ　● スコアボード　● LED植物育成　● LEDオフィス緑化システム提案

52



53



54



55



56



57



58



59



60



61



62



63





 

 

編 集 後 記
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【事務局】
公益財団法人 宮崎県スポーツ協会
〒889-2151   宮崎市大字熊野字島山1443-12 　
　　　　　   ひなた宮崎県総合運動公園受付・案内所２Ｆ
TEL 0985-58-5633  　FAX 0985-58-5630
E-mail / miyazakiken@miyaspokyo.or.jp

【発行所】
公益財団法人宮崎県スポーツ協会
編集発行人　専務理事　藤本　 格

　令和７年度における全ての事業が無事に終了しましたことを御報告いたしますとともに、関係

者の皆様の多大なる御理解と御協力に感謝申し上げます。

　さて、「東京世界陸上２０２５」では、本協会所属の競技力向上推進員を含む本県ゆかりのアス

リートが活躍をしてくれました。さらに、第７９回国民スポーツ大会滋賀大会での女子１００ｍ

ハードルの清山選手の優勝は、関係者のみならず多くの県民に勇気と感動を与えてくれました。

　本県では４８年ぶりとなる「第８１回国民スポーツ大会・第２６回全国障害者スポーツ大会」

の開催が、残すところ１年半となりました。３０年ぶりに役員・選手団のユニフォームを刷新し

たことで士気も上がり、ここ数年の努力も相まって競技力も着実に向上しております。

　大会開催にあたっては、県国スポ・障スポ局や各競技団体、開催市町村、そして目標達成に向

けて日々練習に励んでくれている選手や指導者の皆様に、心からの敬意と感謝を申し上げます。

さらに、応援していただく全ての県民の皆様に、県代表選手達の大きな力となる声援を頂きたく

存じます。

　本協会としましては、開催基本構想である「県内スポーツの推進」や「地域振興」を図りなが

ら、スポーツを通した「未来のみやざき」つくりに邁進していくとともに、加盟団体へのサポー

トを引き続き行いながら、ガバナンスの確立やコンプライアンス遵守の強化も進めていきます。

　発刊にあたり御多用にも関わらず御寄稿・資料を御提供いただきました皆様に感謝申し上げ、

編集後記といたします。

公益財団法人宮崎県スポーツ協会
専務理事　藤本　格
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